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　　　12月7日（水）10：00～17：15
　　　12月8日（木）　9：15～17：30
　　　12月9日（金）　9：30～11：40
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催　国立極地研究所
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日　　程　 表
12月7日（水） 12月8日（木） 12月9日（金）
10：00 9：15 9：30所長挨拶 V．氷床変動（1）　（5）X．境界層（1）　（4）
10：05 石　田　　　完 安達　隆　史1．大気組成・ 10：30 10：30エアロゾル（8） 一一一一休憩一一一一 一一一一休憩一一一一
小　川　利　紘 10：45 10：40．氷床変動（H）　（6） XI．境界層（H）　（4）
東　　　　晃 千葉　　　修
12：05 12：15 11：40昼　　食 昼　　食
13：00 13：00n．放射（3） W．堆雪（1）　（5）
田　中　正　之 若濱五郎13：45 14：15皿．海氷・海洋（5） 一一一一休憩一一一一小　野延雄 14：2515：00．堆雪（11）　（5） 一般講演　57編
一一一一休憩一一一一 前野紀一 （約15分）15：30 15：40w．気候変動・ 一一一一休憩一一一一
大気循環（6） 16：00上　田　　　豊 】X．雪結晶・測器（6）
17：00 菊　地勝弘17：3017：30懇親会
19：30
一 1一
12月7日（水）
挨　　拶　　　　国立極地研究所長事務代理　　楠　　宏
1　大気組成・エアロゾル　　（10：05～12：05）
　　　座　　長　　　　小　川　利　紘　　　　（東大・理）
　1．昭和基地におけるオゾン特別観灘について
　　　　　　　　　　　忠鉢　繁　 （気象研）
　2．　成層圏二酸｛ヒ窒素大気球観8碧
　　　　　　　　　　　小　川　利　紘　　　　（東大・理）
　　　　　　　　　　　岩上直幹　 （〃　）
　　　　　　　　　　　藤井良一　 （極地研）
　　　　　　　　　　　菊　地　雅　寿　　　　（明星電気）
　3．南極地域における大気中ハロカーボン濃度の精密測定（第2報）
　　　　　　　　　　　横　畑　彰　人　　　　（東大・理）
　　　　　　　　　　　巻出義紘　 （〃　）
　　　　　　　　　　　富　永　　　健　　　（　〃　　）
　4．南極における大気微量成分濃度の測定
　　　　　　　　　　　広田道夫　 （気象研）
　　　　　　　　　　　忠　鉢　　　繁　　　（　〃　）
　　　　　　　　　　　牧野行雄　 （〃）
　　£　　　　村松久史　 （〃）　5．赤外分光器による大気中微量成分の観測（その2）
　　　　　　　　　　　村松久史　 （気象研）
　　　　　　　　　　　牧　野　行　雄　　　（　〃　）
　　　　　　　　　　　広　田　道　夫　　　（　〃　）
　　　　　　　　　　　佐々木　　　徹　　　（　〃　）
　6．ln・．　situ　measurements　of　molecular　f◎rm　of　stratospherjc　sulfate
　　　particles
　　　　　　　　　　　小　野　　　晃　　　（名大・水圏研）
　7．自由対流圏エアロゾルの空間分布の観測
　　　　　　　　　　　森　田　恭　弘　　　　（名大・空電研）
　　　　　　　　　　　高木増美　 （　ハ’　）
　　　　　　　　　　　近　藤　　　豊　　　　（　　〃　　　）
　8．火山大噴火後の成層圏エアロゾル　ー　人工衛星データの解析
　　　　　　　　　　　藤　原　玄　夫　　　（九大・理）
　　　　　　　　　　　H．P．　HcCormick　　（LaRC）
一一一一一一 　昼　 食　一一一12：05～13：00－一一一一一一一一一
一 2一
n　放射　　（13：00～13：45）
　　　座　　長　　　　田　中　正　之　　　　（東北大・理）
　1．1982年の各地の直達日射量の変動について（昭和基地を含む）
　　　　　　　　　　　山　内　豊太郎　　　　（気象庁・観測部）
　　　　　　　　　　　志　村　英　洋　　　（　　〃　　　）
　　　　　　　　　　　松原広司　 （高層気象台）
　　　　　　　　　　　廣瀬保雄　 （気象庁・観測部）
　2．長波長放射の観測及び計算からみた逆転層の影響とその年々変動
　　　　　　　　　　　山　内　　　恭　　　　（極地研）
　3．AVHRR画像を使用した雲、海氷の抽出
　　　　　　　　　　　田中信也　 （富士通）
　　　　　　　　　　　山　内　　　恭　　　　（極地研）
　　　　　　　　　　　川　口　貞　男　　　　（極地研）
m　海氷・海洋　　（13：45～15：00）
　　　座　長　　小野延雄　 （北大・低温研）
　1．NOAA衛星MSUによる海氷縁識別の試み
　　　　　　　　　　　瀬尾洋一　 （電通大）
　　　　　　　　　　　山内　恭　 （極地研）
　2．Lutzow－Holm湾の海氷と昭和基地の気温
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W　気候変動・大気循環
　　　座　　長　　　　上　田
（15：30～17：00）
　　　　豊
1．南極点高原における降水について
　　　　　　　　　井　上　雅　之
　　　　　　　　　大　竹　　　武
（山口大・教育）
（自然環境科学研究所）
（アラスカ大・地物研）
2．みずほ高原からえたコアにおける酸素同位体垂直分布（その1）
　　　一　昭和基地の気温変動との関連性　一
　　　　　　　　　加藤喜久雄　 （名大・水圏研）
3．中・高緯度における波の活動と極の温度
　　　　　　　　　三　角　幸　夫　　　　（京大・理）
4．南半球の成層圏循環について
　　　一　平均風と波動のふるまい　一
　　　　　　　　　塩谷雅人　 （京大・理）
　　　　　　　　　廣　田　　　勇　　　（　　〃　）
5．南極域中層大気における内部重力波の生態
　　　　　　　　　　神沢　博　 （極地研）
6．23次隊MAP観測の概要とVHFドップラーレーダによる流星観測の
　　結果について
一????
?????井
嵐
谷
川
沢
??? ?? （極地研）
（電波研）
（　〃　）
（　〃　）
（極地研）
一一一一 懇親会一一一一17：30～19：30－一一一一一一一一一
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12月8日（木）
V　氷床変動（1）　（9：15～10：30）
　　　座長　石田　完　（北大・低温研）
　1．岩盤と氷との摩i擦
　　　　　　　　　　　対馬勝年　 （富山大・理）
　2．多波アイスレーダーにおける一解析方法にっいての検討??????? ???????????　
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　南極氷床の形成過程と酒養条件の変遷にっいての予察
5．南極白瀬氷河流域氷床形態の計算機シミュレーション（その2）
（北大・応電研）
（　　〃　　　）
（　〃　　）
（極地研）
（　〃　）
（　〃　）
（北大・低温研）
（極地研）
（地震研）
（名大・農）
（山口大・教育）
（北大’工）
（〃　　）　（現在YHP）
（　〃　　）
　一一一一10　　0～10：45－一一一一一一一
（1　：45～1　：15）
　　　　　　　　　　　　（北大・工）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北大・低温研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　〃　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北見工大）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北大・理）
2．電波氷原測定と白瀬氷河流域の基盤地形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北大・低温研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北大・低温研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北見工大）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北大・理）
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（北大・低温研）
（極地研）
（北大・低温研）
（北大・理）
（北見工大）
（極地研）
（北大・低温研）
（　　〃　　　）
（北大・理）
（北見工大）
（極地研）
（北大・低温研）
（　〃　　　）
（北見工大）
（北大・理）
（北大・理）
（極地研）
（北大・低温研）
（　〃　　　）
（北見工大）
（長岡高専）
（名大・水圏研）
（長岡高専）
（名大・水圏研）
（長岡高専）
（名大・水圏研）
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（北見工大）
（北大・低温研）
（極地研）
（北大・低温研）
（北大・理）
（山梨医大）
（極地研）
（北見工大）
　　25－一一一一一一一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北大・低温研）
南極における表層　の通気度と構造の関係
　 　　　 　 　　　　　　　　（北大・低温研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　〃　　　）
2．みずほ 地における雪内熱流量一毎時値の計算一
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（高知大・理）
3．みずほ柱状試料中の球状固体微粒子の放射化分析（H）
　　 　　　　　 　　　　　　　　　　（京大・理）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃　）
　　FM－CWレーダーによる積雪の内部構造の観測
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北大・低温研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道工大）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃　）
一 7一
皿　雪結晶・測器　（16：00～17：30）
　　座長　菊地勝弘　（北大・理）
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（北大’理）
（〃　）
（国立防災センター）
（東理大・理工）
（　〃　 　　）
（　〃　）
（　〃　）
（北海道開発局土木試験所）
　　　　〃　　　）
（
（気象研）
（極地研）
（〃）
（〃）
（〃）
（北大・低温研）
（　〃　 　　）
一 8一
12月9日（金）
　　　　　　　　（9：30～10：30）
X　境界層（1）
　　　座　長　　安達隆史　 （日本気象協会）
　1．極域用半導体センサー微気圧計の試作
　　　　　　　　　　　山下喜弘　 （気象研）
　2．みずほ基地の地吹雪観測1一地吹雪輸送量
　　　　　　　　　　　高　橋　修　平　　　　（北見工大）
　　　　　　　　　　　大　前　宏　和　　　　（北大・低温研）
　　　　　　　　　　　石川正雄　 （　〃　）
　　　　　　　　　　　勝　島　尚　美　　　　（北大・理）
　　　　　　　　　　　西尾文彦　 （極地研）
　3．みずほ基地の地吹雪観測皿一地吹雪の諸性質
　　　　　　　　　　　高橋修平　 （北見工大）
　　　　　　　　　　　大　前　宏　和　　　　（北大・低温研）
　　　　　　　　　　　石川正雄　 （　〃　）
　　　　　　　　　　　勝島尚美　 （北大・理）
　　　　　　　　　　　西尾文彦　 （極地研）
　4．カタバ風の広域特性
　　　　　　　　　　　井　上　治　郎　　　　（京大・防災研）
一一一一一 休　憩一一一一10：30～10：40－一一一一一一一一
　　　　　　　　　（10：40～11：40）
XI　境界層（H）
　　　座長　千葉　修　（高知大・理）
　1．みずほ基地のカタバ風の数値シミュレーション
　　　　　　　　　　　安達隆史　 （日本気象協会）
　　　　　　　　　　　川　ロ　貞　男　　　　（極地研）
　2．定常状態のカタバ風の解析解
　　　　　　　　　　　安　達　隆　史　　　　（日本気象協会）
　3．臨界リチャードソン数付近の乱流特性
　　　　　　　　　　　千葉　修　 （高知大・理）
　　　　　　　　　　　小　林　俊　一　　　　（北大・低温研）
　4．カタバ風の二次元数値モデリング（2）
　　　　　　　　　　　萬納寺信崇　　　　（東大・理）
一 9一
シンポジウムプロシーディングスの発行について
例年と同様に当シンポジウムのプロシーディングスを発行し
ますので、下記により論文の投稿をお願いします。
記
1．投稿締切日 昭和59年3月　31日
2．投稿要領
　　　　フルペーパーは、原則として図・表を含めて、タイ
プ用紙ダブルスペースで30枚以内とし、別紙の投稿
予定申込書に所定事項を記入の上提出して下さい。
なお、投稿の際は当研究所投稿規定（Memoirs　of
National　Institute　of　Polar　Research）によって下
室⊥Σ。
3． その他
　　当プロシーディグス以外にフルペーパーで投稿等予
　定がある場合は、アブストラクトのみ提出して下さい。
　　なお、アブストラクトの出版については、別途編集
　委員会等で検討され、決定されます。
4．投稿先 〒173　東京都板橋区加賀1－9－10
　国立極地研究所編集委員会
第6回極域気水圏シンポジウム
????
1－1
昭和基地におけるオゴン特8］観測につ1）て
1．はじめに
　オゾンは×気中に徽壁に在在する物領では
あうが、騎に戎ゐ圏大気の蜘支に大さな影
宥を与えるこヒで知られて、）る。しカ、し．南
辛鋪、跨に南極ヨ繊では釦己測を行っ一（・，る菱
ヨ也の教長のものが少なし）こと、高縞度のため、
太陽光によるオゾシ観測が不可借な期周寿酷あ
忠鉢　　鰍　（気翻究所）
く碍らな・、期向仁つ・ほは自も測も休ILした．
へ）×気サンプリンゲ
　オゾン破壊に重穿な影宥を持つフレオン
の渡度を測定す〔く、南極の大気をズテン
レスボンベにサンプリング．した．
ト）太陽光ドよるオゾン全蔓鶴測
　気象定勇…書P門ボ観測も行？た。
ること、なビの還占で観測データが“掻めて，レ　3，宣慰則結果
な・）。こΦため・第23次南櫨測隊（趣隊）　王剋在までに整迂・沢終了したθ顧0結果左報告
にお・）て、1982穿2月から1983年1月まで、　す3．
昭和：麹也にお1）て大気オゾンの勃別観測ε行　イ）第ユ図
。た．実施した観測の内容につ1・て、＆イ鵬　 ’勉年2月力・ら陥41月れ・のオゾン
測結剰・っ・パ整猷桁した殉まで報告す　全量の衰魅示寸．oヵ味陽必●か・恥
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によ5飽測であることを示す．この回に示
2．観測の肉容　　　　　　　　　　　　　　　した他は、t）わゆ3匂代表偽・と呼は・ホる
　イ）月尤によるオゾン全量色融測　　　　　　僧で，笑の61吋†つた触｝で．姦6信頼度
　　太曙光の替リに月尤を用t）て、極夜期周　　の高り伯であ3．な協＼　8月21自ひ飾の月
　のオゾン全豊の観測を行った。観測法は、　　光飽即の値1こっ‘》ては、蛋終的な定数4エ
　A－D波」艮組↓二よる焦点f象誇を用t）た．4　　ツフカv終了して古らず、最、大±’5～θμの書久差
　月からノ0月の簡C41夜（2ユo回）の鶴測を行　　を含む可能・性力“あ3．この図から6月から
　った．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ月の髄期向にかけて、オゾン全受の極
　0）オゾンゾンデ観測　　　　　　　　　　　　大が炭れてt）ることがわかる。ヌ、安寮屑
　　大気オゾンの垂直分布の状能を調べるた　　滝に伴うオソ㌻受兎憎の直酌9月下句から
　めに49イ固（内ノ5個ロξt象「定弟8P「η分）のオ　　lo月中隻）↓ニカ、1ナ“て220DL（雇｛）佼と1ハう非常に
　ゾンゾンデを禄揚した．　　　　　　　　　少な・）オゾン全量ε示して・）ること斌注自
　ハ）支！転搬」　　　　　　　　　　　　　　　　　さホる。
　　ドブソン分光光度計を用t）、C波長組に　口）第2図
　よる支転観測を28回戴たした．8鵬’1デーク　　　，r胆与2月ヵ、ら1『83与1月までの脇和基
　は言飯作業を終了し、カナダのオゾンセン　地におけるオゾシの乏直分布を示す。この
　ターに送られ、オゾン垂直分布の言†簿を実　　図は、i勃在までに整i［里ヵV終了Lた35個のオ
　施中である。　　　　　　　　　　　　　ゾンゾンデのうち、オゾン£受によ3補正
　二）地よオゾン濃度観測　　　　　　が司能な21個のかノ㌧ゾンデのデー9から
　　ダレビオゾンモニター左周人）」巴上オゾ　イ乍られて、）る。この他）に吟個のオゾンゾン
　ン濃度の遡鯛測を行った。サンプリンブ　デが粂掲されており・2iの結果1匡加えるこ
　空気は屋上に取り付りたテフoシパイプセ　　とにより、第ユ図はさら1二改浸・される司月ε
　用1，て取り入オtた．装置は観剖棟に設置し　　性がある．第2図から、第1図仁表4いて・）
　た．　　　　　　　　　　　　　　　　る1極夜のオゾン極大の賄期に拍応寸3垂直
　ホ）繁タト徹見涙・」　　　　　　　　　　　　　　　・分香・が・、　ノoo夙も付更Lの苗i度仁桓1×を拍ち・
　　全天繁外線8ナによる連続18恩測を実施した．　他の萌期とは実なった分あ之して奮り・し
糠懐置は、8剋測椥・設置した．太融性　力・枯砺柄呼熟て、ぽこと・池力’る・
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第2図、昭和基地におけるオゾン垂直分布（1982年2月一1983年1月）
　　　（単位rレmb）
※とも考えらオt、調査のノ蜷蓉があ3と毘あれ
る．
③第2図では極夜期のオゾレ垂齢布
が他の鍵1ヨ向と実な：54≒」異なイシ布をしてL）3メ
2
　又、10月下句に起こった、
’突然寄温ド併うオゾン急璃
　の前ヨ』と考えられる波動ヵ∨
約20白筋から追跡でさ（2
　2図石劇泉）、8］ド作戎した
　気温の図からこの波壷0は、
向じ古度の気湯の急上乳・
　対応することが魂認できる。
ヰ．考寮
①今回観測さホたオゾン
　全量は6月～7月の極磯
　仁極大を示して・）3。し右・
　3に、ノタ6タ年ノ0次隊の9見測
　ゼレま、　こσ）‡裏な傾危】を示し
　・てし）な、）。　ドプソン・分）5充
　度計の’1生能力V危1上してt）3
　こピ観測技衛の改足観
　涙り巨〕数が＾⑫1戊ミニと　か　ら　更Lて
　今回の棚悌果の信蜘窒は
　高t）ヒヲ5え．らオ㌦1）が、年4
　の’Σ互・】も考えらオィL　「θ孫ロ
　墓地のオゾン全蔓が・冬期
　桓×を示す．」とホも諦す3た
　めには、さら1こ観測を種み
　重ねてゆく’¢蓼が’あ∂。
　②．9月下旬力・ら’・月中旬
　｛、カ・けてのオゾン塗量は、
　220D｛え前後と日召和基戊セ1「どは
　今まで観測さ邪たことのな
　o仏《）値＆示してt）る。一
　う、灼え匿］では9月∠ト臼に
　地上気温の最イ奥魯～砧戊を
　言も録しており、戒属固と対
　況圃の魂象が直嶽輪つが
　な1）としても、戎ノ萄暖〕の循
＿逮ど句竺し逐連2∫二｝3ヨ，
メことが’注冒され3。又、破線で示Lたオゾ
ン急銘の前弛とみられる波動は今回の鶴測
でネ刀めて発5弘てsれたもσ｝で、南辛球突然昇
温の機構解明のチがかりとして期待される。
1－2
戒層圏二．酸イb窒素大気・家観測
　　　小戊｜1利彪、・岩上直幹　（東夫．理．）
藤井良一　（極戊也研）　・菊メ也雅寿　（明星電気）
放層圏二蜘達索財ゾノ⑳光イ時納乙外ルに含紗て・、な二蜘峰素・衷城分
関・係する皇要戒1δであるo乙はヲでによくタロ　き抽出プる．太陽スペクトル9測定はジョバ
うオじ（いる．南極上互r）．ニー酸イじ窒素の分布1こソ・イボノ奄LHzO毛ノクロメータ占使用し
つ、・てぱ、極緯度パ様相操に務要因た．430－450wm域・灘太査に要”時
がいくっ力哨えちホるが、測定データは旨乙間は約1分である．ゴノドラは太陽に対して
ん鵠無である。」A旺Z3では向楓或で一定力位嫡くよう自動的劇御さλτて・、る
り初めて6）試みどして大気家による成層圏二が、測タこ器自身も力位・高度り2軸力匂で太
酸化室素っ観劇苫ノ行なフた。極地上空でぱ高陽き自動的に捜し出して追尼ヲ・る装置ち備え
速拷電准香の大気入射による電離作用の結果ている。
生じる酸化窒まが生成源zして重要である八
同じゴンドうに電離計が搭載さ木ていた《9で、　魅は198Z年ll月2午日1午02UTIこ昭和
大気」電離率Z酸イb窒系σ）関連ち調べるこ乙も　基地よハ行な＼、、次つ日の06’5U丁まで約’5
可能である。し今気球観測では、大気め基本時間め観測さ行なつた。こ水は予期扶上つ長
物理量である気温・気圧も同晴に測足し、ヌ．時間観測で、1坪気球上男時ワ太賜追晃不良
オゾン／癌度もRS且一KC79型オゾシゾンヂ蓼　・）間ち除き、気｝球上昇B寺およが水千飛翔晴あ
改良したもりを使用して測足した。　　　　カせて、832個りスペワトル参友得し、太陽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日周運動1こ対し、天頂月60°ガち90’にオ》た
　二酸化窒憲っ測定ぱ太陽可視吸光法による　フて、戒層圏二酸化窒素っ吸1艮に関ケる槍復
もりである。波長430－450n冗の太陽ス〈ミ去含むスペフトル・データが得らカた．取得
フトルちλA程度の紘度で測足し、こつスペ　したデータにっいて、予備的な解析結果芸報．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告する。
3
1－3
縮地域に別る賄中ハ助一ボン；離の融測定曙2報）
綾畑彰人．魅虫蕎紘富永健　（索犬・理）
　成層圏オゾンを1破壊すゐとされて㌧1ゐCCI、E出されており，熟帯収束帯（工丁C　Z）を違り南
と（q、F，輔圏・隠気の主耐共繍であり操に拡編ん対湖で靖命力吋CC鵬や
タ統圏での化靹誉齢餌油て・・ゐC臨ω・Fよりも短く数鋤CH、㏄1、は（s／v）比
およZド対》紀「圏て’のグローバ1しη拳勤があまり　がd・さくなフた．一方．CHUまCH3　CCI3と同
知畝てぽ・嘘輸の／旧カーボン類の犬
気中毅麺淀しそ山吻挙動を調べた。
＜ζ実験方該》　あらかじめ内面を靖浄ヒし焼
き蜜しした全金属製真姿容器ヒ丈気を導〉・し
て試糀］細ルた．二唯実験室b持ち刷
超靖身ね全金属製真空系き用いて一定量の試
表1．南ナビ両半；牙ζにおける蕩度比（1493牟明）
　　　　CC垣Cα3F　CH3CCI3　CH4
（S／N）　0．90　　0．89　　0．70　　　0．89
糀枳伽卦グラフ｝・拳し．各1・助糖砿命銑っLれら崎式その雛
一ボン托の趨量した．縛力桐様の酬天然醜碑る（湿地潮呪・K田は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畜など）ニヒなピにぶり（～／N）比（まゴヒ近オi芝㍍ごF工［）1＝よリ定量した。
以上の操作k抽て，1・助一ボン類やメ〈ぶた。
タンの吸着・分解毛しくは芳豪拭検盆限界以　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和基地に励ゐ試料採取τ｛5，お器の準
下であること乏…先1二確i認してし、る、　　　　　備がら才象目又そして句’祈まで半年ないし1年半
　剤足の再貌性は、ω2屋でf．㌃カ，，Cd3F　にわたゐためり0試料落器からの雰染．＠試
で07rプ碗Z・5％以下であ・乞　　料の翻解仔わ澗題となゐ・1年醗地に保
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有し局欄鶴と新たに舵し醇器ε困い《結果》〉図1に、弛半珠中緯度（北ラ偏道）
ヒお・1†るバッフグラウンF’瑳i度の綬奔変イヒ（N）て同時に大気言榊を掬8したわY，検欺εdしf乞
と縮．昭纏地で］級し蹴料の測矧直（釧倫物の薩鮎、揃の線遮し再嘲靴同禮
をヨ・す。　　　　　　　　　　　　　　　　　度の一敷X手レ，克器がらの3菜やり一クσ
北半球では
Gこ1ユE　あ・よぴ
αコ3Fが各々
年間約吟P？七
舌よが曾ppt
τ曽加して㌧、る。20c
南半球でt同
様の碩向溺1・・
られた。二の
丸気中渡と
増ヵP量は．エ
図1．
CC2F2ノ＿！一◆11丁◆
CH3CQ3
　　　　　　　1979　　｜980　　　1981　　　｝982　　　1983
業角毎生産，放出量ヵ＼う予想さ爪ゐ伯二近く　穏毒度は、試料謀取呼の汚染にようものと兎
（C硫と乙d、Fが間鋤によ・ほ蹟れ肪れ、今後の醜わ悩牢と馴れろ．
おり，，蕎命びきわめ7長t・七め丈気中に蕩籟
なv・ことヵ㊦’わわ＼フた。　一方ノ車乞燥した丸気試
料ごは、高弗点の人Dカーボン類が唇器内祁
で晩着　分解し㌣すい≧と芝窟i験しているの
む、薦醐面にヲラソ処娠施し編果，地
存」の試料にっuてはゴ年以上の保存ボ可能と
毎．ち。
　招『3耳1月に，ピラタスポーヲー機により
採取されセ南極上庄大．気を分祈したところ／
いす’れの試料も八Pカーボソ類の…耀度が系統
的ヒあく按㊤され壬。試料圧に唄¢ほ存く察
器1こり一フも見ら∨し「言ψことヵ＼ら／この1翼学
しつつまろゐニヒを〒・している。　　　　　　　　　〔謝辞］南才鉋犬気、ξ式料を採取してコ負いた
　表1は、南半疎での丈気中耀度と北半球で　福西浩，藤井良一，牧野行雄，本研究‘〔
の丸気中1窪度ヒの比（～／吋）£示したもので　　才笈助・協力頂いた川ロ員男，福西浩の各位に
あゐ．ハ肋一ボン類1駐として北羊£紅放厚く雇謝・涜し詞。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
1－4
南極にむ叶る大気微量成が農度り漠恨、
広田直夫・忠鉢繁・牧野行雄・村松久史（気象諦）
ぐよじめに〉　　　　　　　　　　　　　　木ξ隊でロ・31ψWがら68°β手で約5°向隔L
　大気中ΦC5（〕ら、CFα3およびNzOはβ§層　1本ずつ堂気の株集玉・行⇔た。
圏・叫☆びNOxの主要嫌ずあり、蚊層
圏オゾン〈り消長に深く関与している。こσ）た　〈結果〉
め我々は日本上空1こ否咋るこれらの化合物の　ユ）明和基地に奇r†る観測
測定芝1『ワ8年以釆継続しているが＼宅の・全　　｛『82辱2月6らlqg3年1月までりC丘（疋2
球的な・分布皇知る上τ、南極地勇llこよ｝†る1則禽よ1びCF（ヱ3の体積違合」±（PFrヒ竃10－1ユ）玄
定「‡欠くこと〆できない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1に示す。4少のバラツキはちるが両イヒ合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物沽増加傾鮭示して・・る．年噌力・…軸老
〈実験あよび目的〉　　　　　　　　　　　　干大きく出ているが、まだ’試料数も少ないo）
測定オ法とじ乙は、空気迄容春に採集してで、lq臼年）月1X降う試料の測定粂果を符っ
き「こボスノ7ロマトゲラフドよっ『こ樋するオて検討する予定ユ‘ある。
…琢L、太陽光芝光凍と一する赤ダト線q5収法、とが’　こ⑳日キ莫R爪3月Sら8Rに6、寸て、トLOり
おるが’、Z㍊1こよる餐き側ほ本左F∧ら拳（野によラ昆合上七は（306土2）Fpb（PF』＝lo～？）て：
ワて南始されτいる。空気の採集1舌lq　82年　側定誤差・）範囲肉で一定でおつた。
（Z3求隊・憩鉢）6’ら南始割t、、分析搭気象　　なおqRから12月‡て“σ）試料べは’ぐ1しブ1こ
研に＄・いてGC一巨CD法によ・てイ〒われて巾るみがあり、デ」9玄得ら＋なδ’・た。
V、る。
ここで臥採集し鷲鴎気嚇柵課に
ついて報吉する。
2）侮行機観測
　1自2↓日）〒イ麦の7ライトでr‡、高度ヨ0帆か
らG、斗㎞．まで5本の試料採集芝有つ戊ミ。
空気採集容樹融鎚・万ンレズス干一C融2ピCFα3の；‖｜麟課援ユに示す・
1し製シリニ9“一一ビ、バ㍉し7“にはB－4H命
（N）F℃o）鞭用した．23攻隊ブ1紅ア粛
ニフ㌔よ・て空気勧旺して採集したガ＼軒
次隊では丈気匡のまま採集する丁ぼに改あた。
蝋採集による測足・目白嬬：
1）昭和基地での採集玄継続するこXlこよつ
て、CBα！zヤCF（c3のように倦生源メ性と半ヨ幸
ド集中しているイヒ合物のバ・∀7ゲラウニド’の
支イヒ傾向セ観測することができる。
　こ今た軌2致隊で1相1・ユ本寸㌧の空気
採集主イ〒・た。卸欠隊で1写自に2～3フトの採
集哀・行ラている。
〈麦1＞　昭和基地上聖に苦「†る
　　　　C1三〇22舌よてべCF四39嘘合直飾
高度 c旦co・／PFtCF（コ3／P七
90M 3」6 lg2
1、8㎞ 324 183
3、7㎞ 321 ∫7マ
5．5㎞ 320 ／77
6．千㎞ 3⊇2 179
2）1卜型罷行樵（ヒ。ラ9スポー9－PC－6）表1に見ら取るようにト8㎞よソ1上空子
鞭用して昭梅せ上空魂難採集し、c旦、、CFロ3共・⇒く一様1・i昆合しひ
上評対流圏までのイ鉛直分布皇知3ことができ　5ことがン分かる。図ユの1R末の値ぽ、この
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　侮行機観測の乎均値で蕊る。
　本年のユ月に最初の7ライト玉そ〒・1ミ。　　　な舌、この時の匿堺面高度応8ぽ㎞帆で’あ
3）観慢｝船上に否・・て空気⑳採集玉行い、緯った。杜高度03㎞に気温の逆転が認め
度才向の・分布互観測’丁ることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られ1ミ。
5
3）観測船「’5・じ」ドよる雀臭1則
函別苫C屋伐2斬昆合比皇緯度に対してフ゜ロ
寸トし五毛、σ）である〉出‖硫後
4～ぢ本までの試料咋異常
に高v、値が見らqtたが、これ
1穗船巾空気ドよる汚染と考え
られる。漫合比店謙道イ拘丘φ’
ら20㊧Sあたりまでの1司に徐々
に減少している．北半球と昭
和基地付1丘にお1↑る混合比σ）
口32・ppt乃口FP土≒
α『11であつた．
ppt
350
〈図1＞昭鳩地に計るc旦（芝2
　　　　舌よ℃ごCF（ユ3σ）雇見測
竺L、＿・一・一・一一一一叫
1982 A　M 1983
〈図2＞　観漫愉『ふじ」×よるc5co2め唇見測
ppt
400
vo｛ume　mixin9「atio　of　C『2Cl2　　vs　｛atitude
　　　　　　　　　　　　　（198Z－11～1983－1）
00? 0?7
6
1－5
旅斗ケ撰‘・ド3大気～セ痛（i量扱）ケ⑳観ジ則czのz）
訂紘久更・牧野4rり雄・広田蓮矢’〃iぞ禾4書叉（気象祈）
工、、雀じ捌多　　、　噛　　　　　　　　　4（薫気りま多塚t斥ゑ才多杉勿レ，同噂1・剖
㌘4：嫡鯉嚇劉隊・で、才楠伽岬・匠店ゆ。・耐とぴク7・ピ，の時如
舞5緯露蒜霧籔翌鵠蒜；㍑禁謬晶誉霧註叡し・伽
ラて“3、こ4tじ1司蒔レ荻ヲ度¢’も1司珠〃凝劉
竜イ『rつていク、叢《魚牝倒丙着り瀕1日うも利用　3、、諦累
（τ両学媒〃イ投㌣気侮∧分の比較巴4子う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芳う図レr？rヲ』2厚一周時4～＋た
　房1ヨけ踊捜で行っち，亘祓化窒秦〔V20）
の剰節リt報影劣多u
ヌ．（」20のi則是
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恒膓ぼ蝶誌鴛酒織1竃9
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今回1才・け知・・’［ヒ・・加・・プ
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工N－S工TU　MEASURE｝｛ENTS　OF　MOLECULAR　FORM　OF　STRATOSPHERIC　SULFATE　PARTICLES
小　野 ヌ．　（ノも犬　 ポ圏研）
1、石耽のねう、・　　　　　　　紋坑メ．ンユ山漣緑知瀦集し，鯖鰹
　ぼ幽粒子が成屑圏エアロゾハレの卑趣敵分　で漣気の処握セ行い，霞子皐副杖筑下で個々の
であもこしは工く知られており，　tの分子状　エアロゾ・レ粒子防類別うしヒ分3パ犬ヲξ1σ、采」メヒセ
態しエ．揖発持ぽ，形態分祈およびBαα．薄腹シゑ行、rこ．
’べとノ・ヵ、ら　Hz三504／（～トイ4）ユSO4て・・あううヒ揖Lヌヒ・～　3．　牟壱呆
±、て、～rミ．　しP・しこ9ぺまでの分子状態、を控と足　3．・1　成、穂1」固エアロゾ1レ・
可も方法で・ほ、珠集抜，試糾い飢姫乙が山し停　　高友3、㌃友励で抹集uミ蕨層圏エァロゾ・レ∩
内友噴のお乏6司琵柱・減り、｛娠＿域類別Wtβ。仇潮爽も用・’て行ゾ50才イオソ
でぴ分子状態セ正しく反吹1ていない捻れ匂ぐ　を含んτぐづωソユ粒子が主要なエアロゾ’・レて“
あ〉．いこ。もて，汰層圏柵必粒手の分あsこヒ至まず確芸Uτ㍉図2（・）1工成層圏て・
狛犬熊爪つ、、てほうく∩あ、は、べぷ担れ直接C・薄膜上ド子米集口・エアロゾ1レ粒子の電
ていもヒ考えべSε得アよい。
　われわ身Mエ　工了oゾ・レ粒亨∩干米集面iミ
ノW釦ン』ぼC4i奪膜ど印いSこヒいよ’），8見漫・］
｝見吻で直接メリい硫酸成分セ1也⑳石た湧烏岳蕨分ガ
ら還」尺β引こ分離1て系食蛤すム方：ゑξ閉発し．
ヌ寸〕氏因ヨ，く、ソ7フ・’うンドエ了ロソ’』1レtこ適LlギII　て
こ〔λおシ乞のプ頁まカ，｝主と「こしb＼あてミ1こ（0あL〈）eε．
a2．　！983），モしてノ98之弄P＼らトイAP（バー｝衆ヒ1
て裏．旋《L｝ぺてい1與え杢ネ攻（ハ4ρr」μ秩一W）による
以層圏の組成の観測に琴加し，比α魂膜法ヒ
Cα薄β真法ヒを用いて，ぬノ層圏工アロゾ1レ業立子
子頭～荻鏡写兵で’，♂ω名一・広粒手しエ硫酸迫主宴
族分・ヒ可1疲滴茅立子ヒ～て梼石口ていSこヒ
㌔旦日こ｝o、に　プ「　う　こ　ヒ　ガミで“ミ～　rこ。　図　2（b）1エ｝司じ’
く威層圏でカーボソカ莫上い干糸寡lrこ矛立子∩電
顕写異で，硫蔽．粒子｛こ持有・わ4一構遣
が認めらい，形態分杵o・らも己び薄膜．で碍られ
仁琢、層圏工了ロソ㍉し粒．子ぽ石記邑菱粒子でみSヒ
いう結呆ρ“天チ寺ぐれτこ．
　今回，航を獄で初めて下師蕨角函エア・ゾ
｝し粒子至、旦接イ朱象し，頬別｛もし分子状態㌔よ
’い旦接ウヨい課」足｛仁結享二，成層圏・叫丘祉
の類別比ヒ分手状態セ明ら。・ビ可1亙接観；則子ほ硫酸柔立子Llて存丘丁〉こヒU・しかめ
セ毛丁って＼、る。　　　　　　　　　　　　　　～1こヒ⑮ミて・」ヌrこ。
　本斗z月20日い爽淀しに航を穰遠見測で、初　3・2　舛流圏上部のバッフグ’ランドエアロゾ，）
めて叡層圏エアロゾ・レ粒手モ直．接抹集才Sこ　　成層圏でのエアロゾ㍉レ採集ヒ併行／て，吋
ヒ。ミで量r冶で，得らW・結果につ・パ報吉細墨上郁∩エアロゾルセ高度5－8丸偏の圏男面
恥．　　　　　　　　．　のおバみ（μ㎞紗姻勇で抹集しその類
2．観別　　　　　　　　　　　　別はヒ分打X態の観1則セ行。τ㍉乏の結果，
　M。融ピ酬はム成創墨観ラ貝1］は、圏界面高度対ポ圏上部のバめブランドエア・’力）粒子
が1鼠くはる冬牟日本逼・Lをで．袈液し「．図1　ほ苓質釣には千部滅層固エアロソ㍉レヒ同じ℃
・エ’98身ユ恥・日9時の高層断面回パ施輪乏の主痢入4し餅妊で、c講膜ぽ飛分
一Wで亙子妾｝則足（ビ03の膓昆ノ誉氏のラ則是．i亙F考慮．峯叶o・ら石託酸粒争ヒtて唇在1てい〉こヒセ明
tて，飛行㎡枝踏セ記1＼／τこもクいであS・当日　らかド才きこヒカくでせrミ。
（工’3こ∂0へ／4こ三〇∩あs、rミ’日苓、；↓］ト上二差．（40㍉／／37。ε）　　こ・｝へ．まで・喜】づ二ムへ」曳（0？匂），！9ク8）ヒ（マう」〈
高度8．5kMで）杁層園エアロゾ11レ粒子セ梯】集可　高1魂（0γしク　ε亡　oノ．　／983）でムペ法セ弄’」用lrこ工
もこヒoぐでぐR。エアロゾ1レ矛立子し工Herし一　了ロゾ1し観｝則いら，汀流園上・卸∩バ・’りブう
可のノースごカーゴ部（非与ノ三室〉い設遣1い　ンドェアロゾ・レ粒与は硫酸ミ又トを．主’・苓ヒす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　ヘインペフターを恥、て，回転ドうム山浪’）1，叫。五矛立石埠趣凧分で’あるしいう結呆
つ、恒かポン膜α翻れ蒸看口、電子頭㌔得て・パ。く1今回∩日田八評て・⑳糎混
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三則の梨S果1工、　、W可」し　t　この　ようiこなっ　ていば
、、こヒモ示、1て、、1（表1奇●亘）⑨
　　ruてし表い司・日こ灼・こ，最血∩玲糺圏
上師の工了ロゾ・レ雇貼則は，　い矛れも入気ほ八
マ・淳縛セ乎ぶ・時えい～て・・〉、F岬・，
〆8亡、〃』レo．　およひご以Cん〉』入。賀火、∩8、10
「肩俵⑳着貝｝則であパ，灯流圏上＿部∩べ・’7プ
｝司亭ホの緒釆であ。い．　　　　　　　　　　　　　　　　　ランドエ了ロゾ、レはこれら）叉ム暖火の影得‥
従禾工ぴぬ粒子ぼ寸》樋ては（鳩㌔so・　B⇔玩軌い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ妙・，紡閣て・はH・鋤t〃・・峯口いて駈　今残玲翻上聾エア・ソ㌦レ・樹垣B禍
（いパヒ考Lられて引ミバ最比の亙1牡叉梧れ乏ぷ・L層雲痢妖織肴遥Lに与W注涛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ万i〒多C、て、、くこヒOミ、∨’要て㌧JSううφ
Ono，A・　1978・　Sulfuric　acid　part　icle8　in　subsiding
　　　ai士　oveτ　Japan．　Atmos．Envi　ron．　12，　753－757．
Ono，A．，Yamato，恒．　and　Yoshida，M．　1983．　Molecular
　　　state　of　sulfate　aeτosols　．in　the　remote　Everest
　　　highlands．　Tellus，旦旦，197－205．
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表1 上部沸蝿工了bゾ・レ副抽×防柱斗友化
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図1．1483年z同zo日に妄滅tビ観罪1］の麗行コース、
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言そ：凝：慧礁ぐ図㌔工ご㌶雰㌧。繭
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自由対流閲エア・ジ’／φ注悶分多の観剃
森田恭弘・島柔備美・血庸豊（名z｝彦犬孝竪硬冴聚所）
〆．1ゴビめκ　　　　　　　　　　　　　　　｝アてテテっ衣航彩教②航跡・∫到乏字した、侵用珠
自然累kう叉助己れ宏人工定療のエアロソ㍉レ栽ぱセスナ如4及ぴマーハγrvセ抱・ぞみる，
噂，様7な過菟Σ経て．渇洋り（気ナ寒杷譲面
磁牢耐・抑・・上顧核散・て．’ぐ・・クグ
ラウンドエアロゾ’レ才形御丁多・獅キX気申
やゼの幽♪にη夜オ∂高瀕覆のエアロゾ’レぱ　あう。
直棲人体へ影象反1討Wσ・沌孝で綱
ガ：鳥力致鰍の自由対抗顔鼻ピみ孔すヨパ
・，ク〆ラウンヂエア・デ’レ噛象気候M
影冤乞血・℃閥培的でロ砺ゴ人蘭擁
六重章有影解を佼1書hして・・多・人悶生戎に及
1ずす効果t鯛べう化・のい4、’ぐ∀クグラウン
笏2函厘〆ヲ厨に頂宿ρつ！μ仇以レ⑳エアロ
ゾ’レ提震唖直特蹄・輪笏劔dノ、尾
一馴和問、易3国涼ハ亀一致田簡《吻定廼て・
　　　第2国の垂重功多で7ゴ，槻坦確ゆ犬さ
く栖口お1、鹸寸一6姻拐ρ・・3－
〆伽’3乙’ガテ以上κ力浜・てθゲ1て・・う．
これk好・7、％ヲ図でぱ吻寝6仇以助
㎡　zの・分φ幻塗け｝ゴ．駕i痢値rJ比孕μフヂ〈
れわ7刈、創絢峻鋤・煙・・．〉
のンピは勧復5－6κ励の自凄対疏閣戊でわ、
亮㌘㍑諸鵠綴え㌶で鷺鴛］勤鯵誓ら駕諮漂』鴛
袖刷欣綱蹄凱加．劣・慮纏申嫡宵蹴砺フη・的・源妬輸乏
聯願司繊濃友エア・ゾ’躍恨協t潮れ元して・・弘ン♂と醐鍋・釧6威輸・
触編・肩酬醐バー轡殻・煮ぽ．第掴弓れク・、砲姉ガ“4－〃
穆・ケ卵ぴ観剤幻テクンとグで4ち，〉の忽釆　斑　（乎カズ萄6）φ伍であ∂二と杉比ぺて、
ピフ・・2縦丁弘　　　　　　　賦2輪ラ腐フ6㎞ゆで2・つρと2鍵随［　　　　　　　乙嚇烏加⑳値Σ敵さ・マこ1ク・ン・逃
2．イ．繊を　　　　　　　　　　　　悟裁痘糸小さ・・エアロゾノ〆功斉左Σ柔して・・
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ノレ⇒在d、叙層閲久垣槻吻はためであ
3と老えらオtろ．
え、z．丞識
笏タ図κ7k乎θケリ’例乏云した・喬彦，
〔ン，己¢尺己塗、逼後乙～、3、μ沈、乙’5フt力ゆ人Lのエア
ロゾ’ン疲彦別百両妻イピでかラ。図プ
ら／7吟躍’び隆上才う陥っ衣吻角3－－7κ均の
／6瞬ガ）顔方毒島く
して、・争楊あ±かろ。
ノ今肉あ貌抄｝サう、エアロブノレ療複め鳥・・と
髪はこθ鋤τ安比右oの穆げ小ざく，療友ぬ他、）
Yき∫富、ご〃脱亡κ冠；o♪危ガい犬で・・ん互角ず’ル
いだでれ杉、倶↓．笏3’田。易4咽∧城脅凋
叉毎蹴］・奴若う・れう砲か齢）ま、
　　　　　、乙ρμ％Z磁ノ〃の値ψ犬きい・
堤嚇測力・土自由姉畑腐て・づア・
｝酵犀あワ、エ㌍デ’畷痴♂比蜘ヲ磁ゾル微腕齢字噸ガY嚇友で別・
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、・カ・TJう才勤信元すヵ一k二ついマ♂犬ψ
舌梵揚す多ンYガでろち．亥動の縁虜
々考笥妻イ時互叫う官ヒしてゆく女跡
〆σ、搬㌧りLらの匁旦謝昆雄統レてゆ
くンとが‘望章て㎡あ後、
15’3‘　　　　　　　　16㎡00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17・00　　　　　　　　　　　　　　　　t8『00　し㎡τ．
麺向疹．　　　　　　　ごoμ万亡絃むρ．直牙ρ・ヲメπ〃鋼以♪♪ηρソソの姥霞の跨瑚亥伯
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火山丈ロ虜）κ授の蕨盾閤エアロソ”レー人工》巧‘星データの解祈
藤！蒙玄x（九天’理｝〃．ρ％oア句ノ‘斥rムπ）
　　M5刀レ・グ’・γ斥・∫・…ろく㌔・ナ…3〃79
4忽月に．或盾圏エァロゾ’レ’費ぴ碇音気埣
或み採香のため人工借壬9％εε打ラ上げ
た。　7司句〒畳ほ」ス《費皇」芋・手・1ミめ膓とっ　τ．Sof4r
Oe四ぬナ涌ほにδり、波畏〆．　o，ρ6，0・4ジ
ひ34ノィ例　1こタ寸つr3　ヰ．　ρ下　盾犬気〃）¢γナ’ηcナ’bη
ε測庭し六。その向、せ幕的ドゾ山⑦犬噴
メくが才目つ乏ソ．　成層園エアロゾ’ル・の」｝てゼ1月」▲
フ戸に丈きく影元芦ε反’3’シしアζ。　そこて’そのう
ちで拝ド犬ミ・、aつo噴火．｝り7亨茸｛o月の
赤道直「“のSf…刷・∂mズ山の・鰍ピ痴
茸舗o共朱S†He｛鯛火山噴火の前授に
みη3ば励圏エアロヅ’レの振舞ε朗べづた
め．｜．O蔵4メ0．45μMの良波長のデ‘一タε
解才斤し．　〃04、4の気象デLタと戸］↓1τ次の
緑な霧r粟を碍1ξ。
　ω丈ム暗姑の南’し輸送13，初めの£・3ヶ
　月1∂1宴癌但面∫：沿うが．以綾」圏幕働に平
　行な曲面に沿って！分r克つ「3
竪0
35
30
　　25
トエωH山工
20
15
10
－30
Voゾ》3
E〔1．0）　〔X　IEtl　K卜9
¢～）中f6緯凌の」劃月L面ギヤッブρ1ζ近で弟に
Eγ≠〆ηCナ〆ρnのノ，・な5ぷψ域’ガぐア37乞「『5診ご
こτ13エアロソ”ル弟1尾が非悌に小撒いε
労えら淑3。
（3）ハζ山喧煙の上≒師こ非席に’1・てい雅∫至の
エアPソル層が禰在す3。
こ二て“ぼ．タ才；貨圏一或ノ論雇日の物頓安硬と・、
う迦．三τ但）について多ギ」主す3。　きた0、6
ハのび柚・ナ’bnから宣箪ゴ妹才ゾン重
とエアロゾルとの椙由にっllても併tて頼
苧Lた口。
下1・sゴeγγ・吻ぱ山噴贈に兜刷乏ほ
エアロゾル4疋ナ垣（子’bn〈／メ例）の高度・講良
θ布の図と掲ヴ’る．
E＞ERY　5　LT
　　　　　Dec，Oピ対
「0 一30
〔ONTOUR　FROM
　　0　　　　　　30　　　　　　60
L臼TITUDE
1995〔〕E－0］　　　　　TO　　　　　31．630
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皿一1
1982年の看蝿の直達日射量の変動について（田和基地を含む）
1．はじめに
　昨年34月，メキシコのエル・千チョンメ（
山（17°20’N，93°12’W）が爆発し，多量
の火山灰や火山性ガスき成層圏に験上げrこ。
その後それらを起源とする工一ロゾルゥ畷遊
して＼・ることヵw匡ヨ内クトの航空機，ライダー及＿
ぴ日射の観測等によって確認さKて、・る。
　気愚方が国内1与党蔦で観測している直違
山内豊芥郎・ぷ寸※洋・庚瀬保雄（気・象庁観須｝1部）
ズ2こ原広司（謬｝層気綾省）
　　　　　　　　　∫o：太陽蛇球平均距離における大気
　　　外日射量すなわち太陽定数
　s：本、陽比球同距離補正係叡
　ε4　：K？易ス／マフ　トノレを重みと　したカロ
　　　重平均により求めたRみeゆ
　　　大気の光学的厚さの波長乎均値
芦島：現蝿気圧反ぴ標準気圧
　m：大気路程
日射量は昨年後半に顕蒐な城少を示し，詔和　このτ‘乞ラ毎面補正したものがτoτ，τθ
墓兇におげる直達日射量にも城少’が言忍められ及びτ0ぼ，六気の光萱的厚さがRαyle畑h
る。また璃在気象方から17か国に日射資料散乱のみによる光学的厚さの何佑｛こなるo・を
の提1Xをイ衣頼しているが，これヨでにインド・与える係萎又である。気象庁では∫932年の直
英国から直違日射資料が送られマきr（。こ　こ　三皇B，射観測1剤婿以・釆、τo　をイ吏用しているが，
でぱ主1ここれらの各地における昨年の直孟日　最辺気縁研貞戸「の浅野ら1こよりE4の8乎価等
身寸量から得られるラ昆濁係数の変動を紹介し，　の見直しが行われたので，ここでほ新しい算
成鯛‥・ゾルの輪方伺への糠速度・・齢矩用いて↓牌した。
ついて筒単に角畠れrこい　。データバイ昇られ．だ地
点1・・ら絢疑撫、して今回ぼ計／1館1嘘3．各地の混濁係数の変動
んでき命ずる（第1図）．　　　　　　　　　　　　　（1）日本・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わが国の人気混濁度の求め方は，地方真本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？易時の9，12、～5軍｝づたはその前f麦30・分～司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のポ陽か緬及びその周迎望むば・・碕1埴
　　　　　　　　　　　亀　　．釦嘘蝿測し，仇・・5・・下パ気鋼率
一
｝一文、：｝一一・一一一一一」’一一「一一一一一一一一・．．・一一一・……・一一…一一一一牢一一一A・・0・5は・時・ヲいてτ・を；憎して統
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膓†を‘了って＼・る・只だしA‘エン欠式：こよる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫二∫ガ5・刀例　　　　　　　　　　　14．．．
第1図　直逢日射資料が得られた兇蔦
　　　　及び」二’レ・チテヨン火ムの位置
2．Feussher－Duboisのラ昆濁係歓τo
　τ1　のもとになるLinke　の混濁イ系敬τξ
ほ次式で足義される。
∫弓・5e坤∫一ε・・τテ晋勿｝
こ二で1：銘上で観測した1皇違日射量
　国内の混萄f系叡の質動ドついてば，ずズ1こ
MAPニュース等て紹介け・が汗年にレび
てのラ昆濁の噌蜘ロー6月頃辮亀て冶利，年
柔にばゴ（海遺に違しrユ考礼られる．
　（2）田和基地
　向レチチ・ン火山が北杉求にあるにもか
かわらア噴火の影響が丸日本1ミ到違丁るまて’
に約特・・か・ていることから，存麟69°の
』a柔睦地に勧響が現れるのは0献・・らぽぐ
らいrこってからと考えられてい尺がノτoの
月｝司最小f直を前3年∫司の同じ月の値ヒじヒ車気し
てみると，召F手11目から増加し46め，今年
1月にば顕名な増加か’記められ仁（第Z国ノ。
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3（ ??????????? ↓?
?????
O
←
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ロ　　　　　ロ　　　　　　　タ　　　　む　　　　リ　　　　コ　　ド　ぼ　　あ　　の　　　　ユ　　ぴ　　　　む　け　　ロ
％2図　日日和基毘におけるτ・の雄手多　　　第3図　インドドおけるτ。の才臣脅．（）ぽ資料叡10禾病
この混濁の増卿1エレ・チチ、パ山の影チチ・ン噴火後北キ球では是濁のピークが
響ヒするピ予想剖路く検蝋れr・こと中融に違するまで咋。’ら秋までの約特
になるが，その場合ぱX気矢循環的｛ミ見て冬　かかっているが，その後冬の2～3が月で高緯
半易2ほ南北方伺めオ広散運動が活発であること　メ貝まで息速に拡がつた　　　　 。
から，噴）く佼すぐ冬にな）た南キ球は才轍が
早く進ん・rごrこめと考礼られる。
　（3）インド
　インドでほ、午前・千イ女の犬気路オ呈ξ9仁5
（入陽苫］度角ξつ42°）におヴる直達日笏寸量を
観狽llして＼・る。第3図に／980～82、年のτo
の月1司最小値を示す。6～9月ばインドの丙・i季
にあr二備度の良い観測・・’て”㍉・・が揃2
年周に比べて／982物混濁係叡ぱ5月川麦
ナミきくなうたとタξえらγしる。
　（4）英国
　英国でほ直蓬日射量の観禦｜が行わKておら
ず、τ也方真K｝窃晴の9～／5瞬「の沃晴時に・全天
剛と散乱日射・・ら鍵酬日千同矯算馳
ギめ，Liれkeの泣勧練陥臼匡之して人・る．
この賓‡叶によっても　／982耳∫2月頃o・う皐
茸にdニミて混濁がかなり顕着に増λてv・る。
4．ラ昆菊の拡散
　第年図ば，横軸に月、ξ従軸に緯尾をこ∫1，
τ訂たI」τ。の肝均値・午緬差ミ櫛・
rこものである。観剰方法や統‡懐W司ハ整iミよ
りカベリの誤駆言んで㌧・る強こ椥よあるが，
．起・｝抽り臼よ叉のことρパ0ば一一一一工・い
南半掬ミつ・・て10∂召和基巡パ83茸～月
ま　でのデ’一　タ　しカ＼そ暑うれ＿て　いないめ　ゼ確o’な
こと高頑・が一82麻臼」ヨ伽匙也ま
で頑火の影響パ到遥レたと推測さ札る，
　　　　　　　　　　　　　　　ll；
鍵N七G、5
　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　」1
恋トス±　　　　　　．」2
　　　　　　　　　　　　　　、；：
　　　　　　　　　　　　一一」5£・sL
　　　　　　　　　　－7》」6
　灘＿　＿二；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エびイ　　　トおエのへこぷヤこロ　　　　　　　　　　ェ　コ　ぼタたロ　
ご・lii遠旦三三≡弓｛iiii，i　i…：i目
　l　　　　NO涼＾A　　　　＿　　　　　‘　wPAτA　　　　　　　S
　＼一
、ごs‘Av、、へ5ご＼D｝＝州AM》）AS
　　　セむヨコ　　　　　　　　　　　　　　　　どヨ
　名仏図　τ（莫国ぱτ合♪の月手均追
　　　　の手年偏互（3∂・月篇釦乎∫ヨ）
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長波勧吻の観測肺調・・らみ樋輔の影響ゴ碑渡動
山、内恭．（国立柚蛇研気所）
Olじ8ろピニ　　　　　　　　　　　　　　　por∩meterノ帆∂c考え5gwb　bαnd寂。α‘叉1らc
　POLEX－∫outh言†画、セ通じて角「わ払た、南極　ほノ5ミのswb　bαいメに封弓5黒戎元のo』tl3〔初質
みマ1言基肥に」ゴ」丁るぢ「ξ目二観損，1む・ら、放射収支　」薮ヒ2［n皇w沽th　pαrαぴetしrτあ5。ユ5に・
に掴璃馳湧ヤ，隠気肥・噛巧パ・靱靭オー心ラ．パ、・K星・漣励収
様セあるこしが示ユトた．その中で、ヲ董川並ヒ回転嘩，ω之1∫ノー亭一K星気回転葺し連鼠
転・疑・酒航の；剤収乏・・、その趣・眠い…句ぷいk套漣綱胴
の弦1じ依為してい5こヒが示唆乏れた．今30・所τ考庭tE。
1諏、観測血の解折乙モナU・」斑館尊
ε通じて、逆転層の長授杖射に打ヲ5関徐ε
弗加二いパにその妾動ε蘭▽のて’、
その砧果じ板告すう。
。　；アータ
みす醜肥考面Lは航胴び30㌔舟に
おいて、
よつて独立に劉定した千后1（LJ）　鼠ひ仁面t
　このち1如、計恒砿’8数川t度た・パ亘
転の妻∫しに」5フウッフスの予’fヒΣ言Uへこう1ヨ
的にIJヤ6「）粘序しいうこてτ・、1まlnした。
妄噂．にほ、目乎口φ測定．値ξし⊂～良い一奴ヒ
Tした。
モデ1し大気dて凪みξほ墓肥醐醜
長意葺取射計L白、下白tこンウーに　《ハ楕報駆十方く号られ信いのて㌧700ひ』礒（標
（L。ぽ波長溺コ乙、乏の差し引1て’浪めた箆醜。工端）よリ時臨開わ駈ヒ踊
正味赦射量（ム）である。
。典放射フラッフヌ、の計算lJ、萩］ロ・いo副ヌ線の　温産ヒの聞τ
徹細縮∩亙rと考之も許細な必he叫γ一ノ［n巳法とifl
田い可“、吸吸響…5｝に積分しE重過、瓜収τ考
える』r。α」しα。d輪d劔E硬。た。
　水裏気6・3声辛℃回転羊（入＞」5声）la・
～f62巳〆、Jμムc。（’7りに基〈μ駆e防i∬i呼
の表呪
　E（軌T）・・よg剖‘（卜ξ7十戊・・
に」つβ．　こ二τ’i万13考侮水良気晋
　　σ・∫晴1（一干ノ㍉ω　　　　・・）
τあソ、T，P，ω，　A（∫∂温度，気互＿、，k薫気
景乏してOD収千あの定《Zて“あ8．　σ〉入＞12・虜
〔耐桔恥dg・・パ・・畑・・（’“いパ
壼直平の表式、ヌ水室気の連綻吸収1∂Bcθne
P7。）に基く輪ぴぷいtノて写之た・
　　　　サ　　　　　　　　　挙
高2Z30⑲ぬのみ可コきL皇．幻300々《、興叉旬な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ
ー 9ひ5温度．湿度分布毛ビリ、才アン量｛
考之う。700吋層」リ千’3、み酌3の肥表伽
　　　　　・、』暁層の温序、ラ蛎フつファ
イ1しE］薩マ族了可しE．全ほτ30用に分つ、乏
のう5並転肩300賑∫∂7元…に紬おした．
　戸レペ’∫しτの丁向つうッフスIJ．イ｝’、え1∂1
日u×e酎ssi）itγの表t更と上5ヒ
　　Ld・／巨T特詰d〆　　　白｝
し前恒れも．二こてh日天気上臨の気圧．
o」1∂又う一つ7　ンーホー1し・ソマン　主毛《て一あさ　。
O逆L　　　柑L方　　フう　　フ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　逆転層内の温蔑、湿農b午と董之5蛤、長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波フラップ又ぴパ、η、に妾イし可るη＼ξτ薗へこ・r三。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固一τにホした5オをの混度、午複φ相勾湿度お
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　布について言」†扇ユポた葉；夏フフックスが1蔓L2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である．逆転雇の厚1爪妾きこいコ5し抄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ∫　蔓fU7v慨ψ）れうが、並転刀）a〈％5場イミ（ω
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ除くし、肥表のり旧ζプ。以内の妾～ヒに入コ
（・、’∫、如恒鍋6戸輌馴又・∂、R・・ぷ㎏・㍉てパ．ヌ、，K鱈齢砿旧・」沽
（・7Uに」づf・f砕b、・∂φS。・p亡娠e　　イU」極あて・トユ・、・しρ・わ．0・多・このこU」、
・・2A・励・緬，穀噸、｝・・語賠舗鍵㌫；1際毎隠
τ表わした．二こでん恥f伝t（．。』副醐い㌧にε■して1、か引訓一婦ゾ汀’の
16
結累亡［し駿して、3（随）－2c2度）のアロフ・イ
1しε」興型浄1しして便った。
o逆転温一し　波　放　収支
　｜…ヨー3r二、　』£転温戊藪ム丁（表‖D覆と1蔓τきて」二…E　300
徹∩温度T、一・召相・。吋でて柵一の差）と長笈
の正味顧射量の1到fホ芝示し仁。lr　79斗ら硯測
から1艮めた日貴天日の1尋乎伺て直（0）IJ、バうツ
キ｜」あう｛ののは18“直線圏f缶にある．観測哨
に打瓦弓ム温度・覆．雇日．るにJS計章f亙｛伍）
同精×ね閣fホにある。　工らに、」二層δ）温度漫度
分存芝固定して，並転荏の弦度のみ麦えた計
裏t言Kみ（▲）細破線で結人だ。　こσ）結果、ムT
斐fuこ」砿妾イ鉾1ヨ2、　z－25㌦∫弐い旋駆
入り、全薩の測主計阜復I」踏りして
　　一L1凡ニニ96、3　－2．384T　　　　　　　　　　　　　G）
0う直線閲除τ重二似1▲た（太破線）。これIJ
　　－LwニLu一山＝《卜丁♪一ε㌔・丁メ．
　　　　完（f＿εfl（卜T翼与＿与ひTノ・ム丁　　元ムT《Tゴ（‘）
のアブロジーであ5（ε黄三Ld／年丁云9：箸衡射出嘩）．
　　　R●1●tlv●h“mld“y《覧｝
　　　　　　　　　　　　　銅良「3
（・?、?》
??
　　　　　　　　AT《℃）
（1ヨー3）並転温度△Tヒ正r‡救‘］L帆命！垣徐．
0．15
??》??????
（O?》???????
」3。
o．05
（ε??
　　　　　　　　　　2500．2　　　　　　　　　　　　　　　　　まゆゆ　　 　 　　 　　ぱは　パロアのセぬゆノゆ　 すロリロむア くぽロく ロ酬醐に鮎蹴の温彦（蜘漱戚加フ▼仇。・勾1ぽめ（沿紅くの駆面の殖・・打良）
　　　　　　　　ロ　アほ　ロロロ　り　く　ノめ
（酔2）舗㌃号D写離出莞向1鴇）識ワ昔ヲ鰯ス烏
実際に旧、同じ△Tで叱らtの差があ50V、二払
｜」ハk堅、気乍｝しう豊し度の」童い1こ」　リ　明僚に表わヲ
こビがτ’乏尼．。
曇天の楊合19一恥の下の方に点・呪布L
ATこ1ぷ。欄伽写かこ内」鴫の身鑓
特釈く入乏く肪妾イいぽτぽ言⑭
形K的154τこしの蘭徐τ叩」表現で1ない．全
茸の熱乎衡∩囚呆関倍と見3ヌ勇ヵ、“あ3（前
◎シン↑・’皿一2、Pよ‘叔⇔。
o　波放射の斗セ妾動
　上記で13可〔て’今7餌のテ㌧クカ・バ繕ほ
苦あ匹が、円80ヰの1㊧！らいく力様掴が賓5．
，Wヰにrこべ、冬釦、温序が高くかつハK藍気量
同岬1天日で杜dが痴ぐ犬乏は・Tζの関
f絵で｛一況の犬砿線」リF側1・匁くのデー
タ爪く5．ハK璽気が刃く天気の射出♀叱天ヨ
、、匹あ乙考上ら▲▲刀v・、乏のイ之βぢ初亮肥仁£
乙み可“1きξ［〔rL芭の関fホov、ダ丁｛｛同じτ層
lJ力く、今回のら法刀v可〔て曙和墓1巴よ鳶デ
ー
ヲ乏冬元に議論ε（て、、5r三あの董ち’響で｛
あリ得参。但し、賠和碁疋一肥Lし贋り、略和
700竿bヒみ4“｜8忙」二め温度妾イUユ目乎τヨスワ
ー
’して’IJ極めて食く了可応・し　てい2）．　こσ）点IJ
淀ゑ（ハ商、仁議論可う。
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A▽HRR画像を便用した雲、海氷o抽品
旧中信也（駕士遍）、山内恭（癒地研）　川・ユ眞男（梅地厨）
／．　はじめに
　気象衛屋NOAAシリーズにほ可錫、近」蕉
肝、
これsr）政射計1こよ。て広範囲の地衷慣姦左
傷る：ヒガΨで竺る。　LかL、1象、曽、
左Lていう地域よリ書氷の地域を柚出寸る
ヨ、　解析
今回の解析1‡蕩5kσ・抽良を邑亀Lした。そ
赤9トの放射計〔A▽HRR）ポ搭箴tれ．の｛ミめ光賄、入5hはよう影瘍に蘭して’よ補正
を行．てい庖い。図生，之’ご顔唐入陸、海．
丸の混海に蜜を含む月8Z地点閤のA▽〃尺尺の
CHi～4の刊し心ドま臼3輝度温霞左禾
こヒ噂’麓の波長帯の精報亡けでは困難り湯　寸。　こ輌へ；のチャ》ネ1しの埠笈遍ぼ美、ア1レ
合バタ9い。　　　　　　　　　　　　　　　　ρトード差左利用して塗氷∩抽幽左行，た。
　ここでは、A↑Hkiミ砺可視、近赤、9卜舌よ　3、　／　雲の抽出
バ赤9卜2今マンネルのマ1し今ス∫V7卜1し解祈　　CH3（3、夕5～3．タ3〃し〕、CH
宣行い、昭和基地付近∩海氷地壕の抽也と行　年（ノ0、3～／／，3〃例）の赤5トテー9左便
っ7三〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用Lて蓼塁い弓由出LtL4行）了三。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C川は慰頓域の勘、観男1巨れろ輝慶温
2、　前処埋　　　　　　　　　　　　　　慶は地表まF鵡雲頂湿度1こ1奮ぼ一i敷する。C
受信さ峠HRPTテー91・以下祠処理H3宅同蔵に題壕である蝋♪鴻たの影響
を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　左受けうため屋間では地表、愛、頂か5のえ娃け
　　〔1）　HRPTラ」－9よリノ3τアん！ハこ尺テ・一　ヒ茶、傷貴ジの反射あをノ‖星婁1している。よ）7、
　　　　タε抽拠可る。　　　　　　　　　　CH∋ヒCH4パ埠蔑温展∩差は太湯光の地
　　（2）　A▽〃尺尺テーダのうち可視、近赤表、藪頂でのゑ射量klち久ラれろ。頓3にC
　　　　9トテータぼア1レ〔一ド∧、赤9トテーH3ヒ⊂H4の輝度温展の覧左示竜図キの
　　　　9は輝農温陶・変換する。　　　醸湿慢鴫二・・は髪嶋・フい海・及豹卑の
　　ζ3）特られE画飯アー9よリ解析に便用星、・のためと恩わK、聖の地域では他o地戚
　　　　する榎欧のテー9を掬沮L、地図よ　r二比バ碑蔭、温懐夷炊天竺・＼。これによ）て更
　　　　へ投影ヌる。　　　　　　　　　　∩地ガ左袖臥苅るこヒ択可能で颪る。
Wー?????????????
00
亡＼66・S67’S ‘ポS　、，・，／B
320
マー ????????．』??↑
200
?
亡＼、6・s67’s
＼一
6ピs　69・s／B
Fig．1　The　Al』do　8raph　of　CH－l　and　CH－2．NOAA　AVHRR　on　Jan，171
　1982a口3：50（take　al。ng　the　line　extending　fr。間42．
　0．E，66、〔｝．S　to　42．0．1…，69，0σS　）　　，
Flg．2　The　brightness　te田perature　graph　of　C開・3　and　CH－4．
　NOAA　AVHRR　on　Jan．17，1982　at　ユ3　　：50　（take　along　the
　line　extendin8　fr㎝　42．0，E，66，0．S　to　42，0・E，69．0．S）　，
18
3、z　恒求面の抽土、
　CH1　（　o．58～　o、6δノκ47t　可視）　，　Cいし
2（0、クZ夕～λ／0〃例血赤タト）爪アー9
左模用して海）k面∩抽弘を吟・た・
　CH1，～で見愛・1されるラ、・一タ｜ま地褒二、敷
釦・よる応莇九の反射卑否あ戊CH乙・牙
水CH4より¢地表の状亀侮，隆，5L）1・
ようて影響左蔓け房）、、．阿斗に⊂H1ヒcH
2∩ア1し1“一ド∩差左系づ。湖水面で噂他の
地域1＝比ベア1しノV，一ド差於小芝・、こヒかごわカ、
る．これによ，マ童木面σ、地域五拍幽甘るニ
ヒ冶可能であろ。　しか乙、71しN’一戸の小さ
、・霞・対・て1晦X面ヒ馳蹄1寸る・ヒ択
爺rP’カ＼しs、。
9、　3　海オ（の抽臥
　3、　／し3、Zてい喬5れたテ、一ダによ．て
海来起趨抵寸るニレボ5「能であろ。しかL、
豪～耀換、啓、米の状焦1こよ。て碑度駈度㎏
　枯10，0
NエO
06
一ロロO　?????
o．o
亡＼66・S61’S　　68’S　69・S／B
　Fi8．4輪81㎞蜘h。f姉】ti砿α一2　f括田一1．㎜
　　艦瓢～鵠7瀞E齢ξ翌蹄81雛翫h“6
よフてlz別すろこヒバできた。
ア‖！バードバ要化すうため、それぞ払ε区別4，　むわりに
寸る別こ心電ロ闘値ε窄湯h沃める二しはで　二の開前句法ドよ・て底簡の霞の戻玄斌可
苛㌦こ・でぼ上記碗画椴ヒC牌・輝能となり噺互の要なる画像祐蕨すろこヒ
度温展画像を雀用し、それぞれ左R・6r・B　巨苫，て晦Xの傍動、径鍾状『艶ε槻測「可るこ
い曽ID当てフォルスカラー喪示ε行，仁。こ拠可能口・ち・
如こより、象、麺米面、雪・永φ地域ξ色に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考丈飯
50
40
マ寓O
．⑲
国O?，??↑
一 10
S＼＼66・S67S 58’s　69・S／B
1．　日arren　J．日isc㎝be　and　Stephen　G．Warren
　A　nodel　for　the　Spectral　Albedo　of　Snow．　1　：Pure　Sno輔
　J。urnal。f　At侃。sPheric　Sciences，Vo1．37①ec．1980）
2．　Gh｛ichi　￥a瓶a原oto，Hasayuki　Tanaka　and　Kazuo　ka鼠itani
　Radiative　Transfer　in　Water　Clouds　in　the　10一月icron
　Journal　of　Atmospheric　Sciences，Vol．23　（胃ay　l966）
3．　Ghiichi　Yama肋oto，nasayuki　Tanaka　and　Syoj　i　Asano
　I～adiative　Transfer　in　Hater　Clouds　in　the　Infrared
　Region，　Journal　oF　At附ospheric　Sc｝ences，Vo1．27　（narch　1970）
4．　Jeff　Dozier
　Effect　of　Grain　Size　and　Soowpack　Water　Equivalence
　on　Visible　and　Near－rnfrared　Satellite　Observation　of
　Sno“，　Water　Resources　Research，Vo1．17，NO．14　　（Au8．1981）
Fi8．3　The　briεhtness　te鶴peratuτe　8raph　of　subtracting　CH－4
　fro■CH－3．NOAA　AVHRR　on　Jan．17．1982　at　13　：50　（take
　along　the　line　exte回din8　fro霞42．0°E，66．0．S　to　42，0°E，
　69、0°S）　　，
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NOAA衛星卜！ISUによる海ラk糸象6叡男｝1の含気免
獺尾芽一（電筒通、倍大学）　山内　恭（国立極地研虎角）
　　南極昭奔ロ碁タ芭で1さ／980年よリ丁IR　　今回NOAA狽引星のMSUによ3潅ラK縁の
OS－Nシリーズ旛軌道気象4鋸夏のHRPT　舗％llE日召奔ロ墓タ也圏辺4）〉毎オ〈域につ‘）乙誼命た
：データの受槍εイ手って、）る。　　　　　　　　。　　M5）は44レヤソネルのマイクロ5皮お矢
昨FTデータ1二は表1じ為AVHRR，射含はリ構籏舗乙、）る，各クマンネルの
HエRS／2，55∪パS）の看桂走勧《申（澗波触び鈍・靱体乙縫劇数のナ
射2†によるヂータが含ま丸て、）る。　　　　　クの位置乞表12に系す。
二ぬらのうち海氷状況の判読に侵久る．データ　　MSUのクヤン才ノレユは国生に示〕形の宿
とL乙は、AVHRRの〆ネ見か5赤外き、での　重劇敬ε椅ち、ピ゜一クのイ鉦置は地表にあリ、
ケタヤンオルの画イ象データのイ也にMSUのク党表Φ射蹟牢、蜜の透過度讐乞求～わる目負りに
・マンネル⊥（50．31禽H五）のマイクロ元皮デイ突用さ徹る。
一 タがあa。　　　　　　　　　　　　　　　H5Uのような象動型マイクロ波放射射で
AVH｝《Rによるヂータは猿f屋直下の分角箱L　は2秀電牢（εθ）によリ射ホiキ（ε）ががりbる
が川K伽齢解能⑳象τあリ．劣々1・L・一細詠乙酬ごぱ纏奔‘嵯が六きく
って得奮なパターこノ叡錨による海ラ1人の錨別が　、二σ）二じガう海メ人乙海氷は㌘易じ錨別でき
ご巴る惹で景良∠あ5〆、クヤン寿ルユの可　5二乙が期緒工れる．　翅水L海氷の表面温
視画像乙タマンキル2の近赤外画像は夜由孜　度が同じτあっτレ傭屋ピ鰯1にれる輝度温
が大暢あ皮のイ仏、）参節に、志イ更用ブき怠く、南　度は　　　T6＝εT　　　　（T：物4ノトの負看∫更）
極τはハ日俘52月にかウZd）今ヵ月足ろ了“
しrびイ吏用Zごきな、）乙、）う欠点が戊i）リ、ラトヤく／
ネル3～5〈D赤外画イ象は屋夜由1のデ’タイ灸吊
が6∫能ピおるが、夏参の画像は不鮮明な画質
Lなるイ也海水じ海米の温度差が怠‘）1的1二は両
者の錨澗1が困難じなる。
さちにAVHRR画イ象の藁犬の欠点乙し乙．
宏によ5影習が犬きく、噴の下は侯く何櫨’
別するこ乙がτき怠くなるこLがあゲう丸5
0
　MS）によるマ4クロ》友放鮒ξヤのデータ、よ
多）解能が衛星直下ご’09．3K（｝nLi亀、）ので
あ3が菅による影響がほLんピなく、昼夜佼
用てこをる　二乙1ニカロえ乙射幽乏季Lのち　が、）1：よ　リ
海水し湯氷の2叡別が術4る乙、）う長1所ザある
表1
のεの値仁よリ閣瞭な1温度差がττくるこ乙
になる、。
マイクロ波（D放鮒伝連↑r程Kl古
丁6・ε，’T（・）τ〔剛一竹（・）劉P乙“
困⊥
表2
20
　MS）の1ラインは．図2仁系すように
川スホ゜ットのヂ’タで構籏±丸5。
44「屋か5送うれZくるデータはイ耳の補正る狩
多われ乙、）なt）Z則」萎『の生のテ㌧タで1i5るのτ、
11スホ゜ヅトのラインデ’タ毎1二送つzくc
キマリブレーショソデータによリキマリブレ
ー シヨン包術フた後．アンヲブ温度．方輝度温
度じ変換し、光路補」εの2t勿、）、射出率の補
正彩行わ怠t）テヤンキルニLの値εdξめる。
㌢のイ亘左ナィンネノレ5の幽力じ名づり5乙、
タマンネル5は物仲材角の射出牽乙乞の温皮
によるL光寧度温度τま）る、。 （ノ藁（）て“系し1三）
　区13にこうしZ兼め1三MSしノの観ラ則朽ll芭示
す，　同図にグランドトノL一スしし乙、同日
晴れた日のAVHRRの赤外画イ象より肉8貝に
よ貧海氷の判是ε考テつτ錨61、できち海來縁ε
寅線Aで示’。　実線61よAVhRRにより
石賀ガわうれる蒐着氷縁を示’。
点L練Cは、ト15し｝どタ毎司C←56θ～’〆5°）乙諭
別し乙命た療氷緻があ5う～ン考灸
るラノ∫こノでま）る。
二のようにし乙AVHRRの画、イ象
ヲ“’タ乙’し鞍し1乞L二ろ、木自女寺イ直
乙し乙のラ昆度の変イしより元毎氷縁イ了
舘（別τきzうである二乙がカ●つ
た。　嘉クκにつ1）乙はどの中仁塩
劣乙液相水功の混・含4勿で6bる塩水
赤9ケっトが勧‘為射儂牽づネ雛じ
なる。　ス、マイク〔〕波は物質の
緬の粗丸含・牌憧1べ・Z
む射出牽が変わる、のτグランドト
ノレースによる二れうの影㌘の万蜜認
が1叉髪でま）る。　MOAA．MSU
のマイクロ波仁よる氷縁の諭別は・
◇解能の蔦ガう夏期には勿つzあ
亮味げ怠、）が冬期は．大ざっ1ぱ乞あ
るイゴ海氷発遠／の様ろ乞っガむ二乙
がでをそう乙おリ、自別復化を
求め乙、ハるじ二うである。
　T1鵬一Nの日頂sおよびMsuの●“均■”の大●8
回2
NonR－6　　　　卜iSU
81／06／Ot↓　　　19：11：U9函3
Ch’5丁三mp三≡：≡：：
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己鯵・炉ノゐん湾の海ラkと6召和基地の気温
」卜野延元唯（北大低、温祈）
　遠氷の存在ポその地城の気候形成にピの　全体ヒしてみずほ基鍵の気温は夏で約1δ度
ようにか小わっているかを知ることは，広丈或冬で25度伍66和基地よう低い値を示し，昇温
の気候に震｝氷がおよ1ぎして1、る景う響を日月らか期に小さく下酬に大きい差のでるルーつ゜ヒ
に寸るう之でも重要である．昭和基‡セのあるな’っている。年に」るバラツキの少ない月は
オンブル島はリュツオホ1レム湾諌岸の南極大12～1月であう，昭才b基党に南して憾功氷表
陸から幅約5kwしのオンプルi㊨天によって隔面の融解が気温を氷麺くに保つ後割を果し
てられており，鳥の周囲は多年氷の定着海氷了いるヒ考えらトる。ループからの大き㌃ず
了ψ覆わWし一て～、る。6召ス［｝基‡也（6『°00’S，3『°35’E）れ1さ注∈ヨ（ハ1『80年3F～1ミ見られ，4，5F～ヒノ亀
の沖令，40°E予午綿上の琉ラド縁伍置伽季節’をひいているのか綱・る。同孫のはず劃381
き蚤午i隻イヒが，オ南（1975㌣1『7『2））によって笥司ぺ年4，5月にも見られるが，この年にモノ5月末
られ，渇氷域は10月頃最大になう5δ゜S付近にまでオングル海峡から湾奥部にかけてホ゜リニ
まで達するこヒ，11月には急激に縮少Uさじアができていたこヒが吉田によって報告され
め2月に最小とな’って68°S～あ↑ミうまで後退一す　†て（才う回気）ト圏シンポジ弘）。一方翌82ヰ4，5月1寸，
るこヒ，氷縁伍置の年1誌る萱化ヒ昭和基地みずほ基地の気温が平年より低いのを見るこ
の年平均気温の麦化Vのあいだに一見してわとができる。こうして昭和基地近くに大和k
か◎ような肉係が認められないことなどがホ面ができるヒ，その凍結期に基惚の気温に有
された。　　　　　　　　　　　　　　意の影響が規われるという結果が得られた。
　今・回の発・そ知δ，時向・空向スケー
ルをもう少し1トさくとって，日合和
基馳の月平均気温と日8和基地同迅
のラ毎ラ1（‡或とのあいTミの度W釆、こつい　　一20
「〔「諦1へr↑てモノ（バーて、舌ぺる。　とく1ミ1曾80　　」＋
議翼禦；饗竃誘
日8和基地の気温にピのように現わ　月
れるかに湘し瓦用い†讃粕さ平一3°
日㈱割蜘気候資料（1r81髄翻翼
73）であり，それ以後につい了は　温
警匿議欝離‡㍍和§
基‡也の月」乎‡ξ1気温の平年～直からの　　＿40
偏差帆局地的なものがもっと広
域的なも∩4・をも見る↑てめに，」や
ずほ基焚南設以降の資料によ寸て
両基地の’戸乎均気温の闇係を描し、
†こものである。
1978H
79占一一4
80－1
82【←一ロ
83卜一｛
7己孔’宅
，???????????? ，?????　????? 【????＋?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一20　　　　　　　　－10　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和基・プ也月平均気温（°C）
文南X1）弓雷宏1『75南極1¢和基‡ヒ1司巴o漸瞬輪鋤雪）1〈371『2－2σ0．　2）KusunokL　K．1『四V～riざ↑bn∫σ｛sea　lce
　漂羅漂鵠瓢講錨芯隠鑑鍵雛㌶㍑輌蝕d〔』辱側％・
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南極Q娘eし且ω」一三鳩鋤γL山…キの迩九
　　　　　　　　　芦工正暁　（北夫低温研）
㌔蹴隊は、エ俗鋤⌒鎌r鴛’・・w肝一
ク次）畝来、毎年夏期に昭克基1剋碩めうかな　］硫鱈象レすう繍13、rカユ図に示シ色よ
り広い」老滅㌧じ海洋観劃ε実施しτ身f㍉勿論うじ、W：　22£％東抑から南画インド孝に
ヲ見在ψ編中τあリ、！今3つ均得られ性デーがサτゼある。二の日Lソは、南橡周辺1でψ、
タは、ぎう犬な量になる。栃レ令、ン⑳よま踏浸近い恣城②エっガある．用い色デーク
う繊費」さシ縦シ、テ“’夕～已4匡種しフづ’ける　　（才、　14766呈ρ、ら19？8卑r喜7ジの13畠β「奮1、　工
象も轡鷲㌘警署㌶霧竪多誉！黎諸㌶諸児㌫誌裳籔
］彰彦しス〔1・じ」バ締5す゜6、ラ嚇’に入り、！9さク卑3月上旬）、エsんしsO陀《」久s（7’レゼ
冷手ガ｛㊨行じτヨた繊ベガクいラ糊ンチン、吻り年工自～Z自）リデータ税参考
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南極点高原における降フkについZ
井」二雅之（株，自然理境斜杉研究竹）
大竹　武（アラスカ大学地球物理研究所）
南極大醐麟陸務勧繊撤抑まだ明晴天瞬永が覗した酷…可降夢量”がケ
らカ・にされZいない。　物て南極大陸の術陸ない日1て対応しZいる・　また，”可降亭量”
部乙ワま，麻降x（d・飲・kγP陀・甲七え亡励）聯列1ま，4一ケ日の酬生を毛・た菱化を
ヒいつた奇妙括現象が見られるこじ毛あっZ，　レてし1ること二が日月らかである。
仁乙吻瞬水現象の理解を獅ぱ也乙いるよ　図一2∫二防鯉的な晴天降細∠きのラ
うに肋れゑ雑引ちlqワ8中1月から財ゾンデの繰蘇レた・幻ooぴぱ噴
1974年1月｝てカ・／ナてアAンゼン＝ス、コ〉卜i基　天無降7Kさあつた〃）がノ0300見／：は晴天降水
地’（お’いて行がった気象榎刻雄’（レz降水甑り川lo厩’・躍力v甥已してピニか殉
につ↓1ての解＃「をそ5二がった。　ここにピの結1峰オ（が見ら九た。　以上の様ヲはノ図中の斜
果巨報乍りる。　　　　　　　　　　　　影Zl示した麺氷飽和の妊雇の変化で説明が可
　ラヲ才yl‘ンデ左用いた高層気象データを解能乙ある・　これらから，晴天降水’ま、晴天
析1ケる仁あたって．“可降萄量”「ぶ委量を定磐降水の状麓かろノ雪からの隣欠の状態／て推
義する・高雇の大嫌ぱ七の場力啄舵友］獅調和／ミ4現桔、遁渡願塚Z’あ秘
θ〈上の末蒸気瘍1囲気2あれば、ピの場の氷晶結論した。
は威長レつつある杉のμ方久．るZピが乙ぎよ
つ・　従って、ピの場が娼x飽和Zlあるかど
うカ’は，その場の司く晶か‘成長可能乙’あるか〃）
判断基準’く族多乙・あうう．　そ二ご，このよ
うだ翅禾館和の水萎気量承んK限って空瞬積
馳を勃、ピ抱1’可嚇1量”Lレた・
牙（飽和以上のヲ昆合比を脱（輪）レあ後ヒノ単
位面稽あたリノ下限をη伽』）ヒし上限を千も（
励）とあ後気冨1：・含まれる△えの量，坊だわ
ち“可降夢量”1ち 罵・押
ど万る。
　⊃のい可瞬雪〕量”の芳え方を用‘1zノ日本
乙の降夢現象を解祈したL二3非常K槍効ご
あった。　特に、この’‘可降夢量”左データ・
ウィンドのよう搭硬い方をすると，日本Z・の
降■現象をうまく表現Z・きるこLがわガった
ので同じ今ラ去を南極点筋原1コける陽水現
　　ノ象1：麺用力後こ）とにφる・
　座］一⊥仁は，ラづオゾンデの結果かう計算
した“可瞬夢量”の聯ダ1∫を示したσ　　図中
の点線はノ蜻天降水めあったθを示しZいる・
また，回の下吝φに｝ま，曇量（鼻青天か曇1天か）
を示レた．
天の日ヒの號は非帯1て長い。
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（図一1）
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（図一2）
これろの結果かろノ南極点局原における降
1‘可瞬■量”がゼロのElLノ婿水1ま，大睦周犯のじょう乱によっど高温ツ湿
　　　　　　　　点線が示～5のξi団が輸一ぱされたこLによるじ着えた。
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r▽－2
　　　みずぼ高原からとrニコアにあけろ駿素周位体垂直令南（その⊥）
　　　　　　　　　昭知基地の影置鰺牝の園連性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤喜久雄（多×つk圏厨）
　オく冴コアにおけろ西哀素’司雀修糸且坑（880）　雪の土応（されろ800拐b、ワ00mbの与乎均乏渇
⑳茨動が旦±の見造夜動の指棟ヒなりうろこ　ヒ茸宰均地上記温ヒの肉連性をみたヒニろ、
ヒはよく矢りられ1こことピあろ。　ヒこラカ＼　対両者が’η、なソ良い繍劇系’ごあろ二とがわθ、
象パれ○枯の嵯蜘・わ肋犬紘ゑ・r・冶二で’、図1’蔀日・よう1・、8わ垂
ラ量変動であり、（5’80の蛮動ヵぐ凛パ《L温変動乞直今布に季箭7変勤の認められ仁Hに8コアに
反映け・劫初であろ二旦麟詞う埠つ・、Z、880，総β纏，績蓼層倒轍の結
があな。　　　　　　　　　　　　　　　　累々・ら孝r層E衆め、Hl28コアドおげろ880
一 る、昭碗≡鋤・お1乃嚇励す㎡／瑳地の秤均蹴赫地碑乎均見老との～纏性
におけ棚鱈の8わの月平均ヒそ糾の差地εみ／：．その結果を図2f・示Lに魍力・う両
の解均㌶との殉・・頑い相膚～蘇・続老の闇1・1甜卿良、、綱劇和汚在ヲ仁
すろニヒ｝穗画ヲ’てつ二轍告してミ｝rこ。　』乏二？ご、ノブ　とニカくわカ＼ろ。　このよラ’：、　コアノニ百1ナうδ’30
回ぱみず1痴縮r凄・ら之rこコアのうち、5壌oσ）　の変動が〃過去の五温r変動の指橡ヒノ㌃ソうろ二
麺変イ乙の膓忽めら］ん仁⊃アにフいて、（㌢靴）の　ヒθ＜示され方。
嫡と昭擁蜘む践雛の～髄ナ左・・つ・、さら・・、出2わアにあ「励5’鋤参融
　　　　　　　　　　　　　　ス横言寸しr二，イピヒ昭如基地の気温の斗変化などヒの腐雌
H1慧、。，函　元AN㌃li：3　・鋼臼・つ・’・も縮Zろ・
　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　－26
山
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　一1】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’lo
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図2　Hl28コァ1二あけろ酸素厨泣イ奉組歳の年乎均
　　（δ’θo）とβ稀基地におけろ年♀均五温（丁）の
　　肉係。
64’已「
1
図ユみず函鮪H129で〃3与1月26白ノ・顧1財
　　rこコアにおllナろ脅安素1司侮佑糸且1荻（5／80）ヒξト総／3
　　線量．（β）の垂直・分・布。
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r▽－3
　　中高緯度に■けs浪の法勧ζ彪碗置〔§
き！茎向宅向歳房「境界硬●、こ釣すW」く｝苓吟】場合
　　　　　　　　　　　ミ角葦天　（市都犬時理学部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　エネ1｛ノ葺一σ）宿－播さ向］量示し、
ま年Φ気水薩］三・こボこうムひ惑星向宅囚磁の平h埠∧○寄与せ差も弓。
場塙界通慣に対¶3南札σ｝×隻Φ麿勧苫相〔’
壬‘吉実き柄告した。ぞσ）結束（あ応甚甚麦コ1こ
舌㊦“た。こ○解お「1志砦著若自ξ｝ザ北Ψ鍵全
1輌繍r鵠吋・肺5励応智こ対嗣も
現象げ南半鼓1こ存た寺3寸どう6セ論べ・スご
℃巨自6～にcて・、1ミ。ξ本ヤ）ら，北￥詠（り応
巷ばゴし極捗rし集キL7、）ミ（妾1）に着目L
南几域（乃角術1こ亀）τず一ウの’数有、）南半〕凌
1こ蕊DS応培の有無セ判鮒しようとした△
　両幅（り応答乏仁ε藪育3。時空向σ）広ザリ｜款
共党、こ藁似しzパる。婿、こ半年ずれた各Ψ謀
θ）冬、こ君五㌔ろこヒ．、s《乱計面づら主友キる竜、
味五持つ。向藩点は．　これか’£・ヒ毛壷嚢芯
ぷ3ぴ、応管σ）傾向が違）て口るこヒで毒言。
こ◎違Dが南工半球の橋造σ）差違こΣヌのち・
吾ぢぴ向農§として残）た。この内態看解決す
3だあに，ま芽ば一つσ）豊富ち北半録にあ・・）
z応答の■纏を明確にし、子の遥｝経に遡曹る
子σ）黎徽は波
㌔・）〆。y川UE臼1℃・1∩・〕h、c⑪eコ耐｝6・ユ
　　　　　　　　　　（飾・”㌣賦～
票＝巨・Pα≒，パF
繋二耳耐・q
楡詔示o働・去i旨耐）＝o
　FがEP輻lux石
F・げα吋呵臼⇒票）
▽仁十㌔隔吋）＋慕（脹・）
　　　　　　　　　　　ジ〈2　一経蔵干於）　ノてれかsのザ乳
結艮
　　ゴ時立の応管氏圃恒日前ぐぶ）か
ら起3　店㌦』宮中1凶ヒ盲ヌ潰議工と4」流圏内
北学珪・の一岳自もな4寺性ヒ南半］硫σ）特性竜比較8中心r可S嘘勘づ，3σ）EP臼wの豊直〕6向
L違う応答ザ＃彫待でで3かどうすを鯛べ弓こ厳分のぱ少（団ユ）に～只・之駕こs一逢の竣
いこした．◎6漂応答相ぱ祇、のと⇔塩ヒの相6荏用で説明油充。㌔隻
南キ球硲デー勺な抱撃ヒし呑D6　　　　　　越全の～転ヒについマさ・；已請輪宙て⊃定石
藷∵ヒ蕊㌶靱鷲㍑1竃三らδ嗣　lw　　　　．
嘱バA・d・舗剛・工噺・・・…蹴榊縫引パ錨　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜・廟イ・し婿閨．　　　iでπた 1…－P創ux董梼・］た。ごの§≧は漬σ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1器　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。。　　　　　　　　　　　　　　話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量8　　　　　　　　　‖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？　川；　　；　2：；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii緋ii　繊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冶　　罷　　　　鋸就　・〉ノ’6
表工　　　　　　　　　　　　自、・蘭亀
蹄期向　　　　　｜965’ぺ’97’　（り6矢測）　　　　　　　196ぢへ19り2
轡 5・n．一㍉． レ㌔砧．
日賭　　商娼1、9日　　　　　　　　騒喝E｝
傾向　　3盆度極×　　　　　　　温直杭ll、
絹埠　’　　　　　　　　　　　　　　　　苗・へ8（ヌ）め　　　　3（・6ベダ～』
　　　極蕊（A硫、，。S鯖芦　　　q（、・（りδ∧／
橋性　　ε％へ　　　　　　σぽへ
㌘㌫驚
? ㌔宝蕊織，
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1▽－4
南半球の成層圏循環について
一 平均風と漣力のふるまu一
　　　　　　　塩谷雅人・廣田　勇　（京大・理）
　●　1よじめに
　6ARP・FGGE以釆、南半球における気象観誤ll
デーダが急増して千ておリ、その大気大循環
像がしだ川こ胡らがになりつつある．特1こ近
耳二、気蒙《竃巾皇からの観誤llとあし1ま。て、南・半
錬威層圏循環の姿が北半耳ミヒ固等に論ずろこ
とが哨 でぎろよう1こな，て守ていろ。実下祭　こ
れまで老衛星データを用uた南半球成層圏循
環の解枡1よいくつカ・あるがそれ引よ短類闇
の解桁であ，たリ、温度湯・平均風’擁力の
相互関係の埋解に欠｜丁る点げあ。た。
　ここで1よ筆者らの最近の研歎隔m，Hl土
⑭Sbi。栢。L　t腸飢Q凡～．）の癸屡として、主
1こNト4C　　～「1Vひrrb5pberic　∂Odr氏（ブこλv、，～｝1～Aし49，82s）　を
用い、さ引こ5su，　SCRのデータ巻補助的に便
t）ながら．南ギ・球成層圏侮貿に関と特に平均
風と癖励相互作用1こ湘してその描イ蒙
総窩的に理解∫ろことε試みξい
　レ　解祈4課
　1q81］年の解柏1列巨中’Oにして、南半王菜の冬
。・ら麟（石細1・が1すて風やジ皮が錯進行
じとeに、どのように変化すろわ’を列記する．
〈兀w万Dje†ぽ中緯度」二部成層圏にあ，
　て、最×風速は④拍こまで達し、　　　　　　　　　　　　　　日マの変
動亡・トさく極めてシゼプであろ．またこの
囎間波の瀞破ぱ’トさ・1．
〈んg＞　2Rに入，て主に東進する波数2の
寄与によ械の芳動度が高まり、　　　　　　　　　　　　　　　中旬に約
　｛0日ほどでゴe†が高緯度中部成層圏に～h舟
　downずそ｝。それ1ことそな，て今度1エ波数1
　の波のラ舌動度が増大する．
　60
≡50
ご40?
竺30
吉20
　10
Zonol　Wind　　　　JUL，81
一80　　　－60　　－40　　　－20　　　0
　　LATITUDE
　60
二50
こ40?
竺30
吉20
10
〈S砂垣は風速変動れな粥¢踊度
　中・部成層圏にあ，てほとんピ位置を変えな
　し）。
〈（児†〉〕e†の中’じが下オへ降llろよう1こし
　て・しだ・、1溺まる・波蜘の尭卵よ5平
　Oc†の閤ずっと続く。
　レ考察
　これまでの解祈0㎞αMlqη6，｝七rwα）dn喝、
　トセλr†竹1ひいγ、et《成．　lqgう）及ひ’SSU，S（R　lこよろ補
　助的な解祈力・ら、南半域の板層圏循環像は
　占手1こよる⇒吉二Fの違1、はあそ｝カベ、1ま1ぎ一仁で速
　べたような季節進行をしてし、ろ．この中で
　晩冬に起ころ〕ε†のSトi∠†dω“は、南羊球成
　層圏借賜こ関すろ最大の特徴ごあろ．特1こ
　この端†山扁境としτその前後で双の
　話動度が頃な．て・ゐという率案よ、平均
　流と痴相互作用拷える上で興味深・・。
　こひを設明するため1こたと之ば次のような
仮説が泉弥る一）対梱の妬つは
　ほぼ定常であろが、†∀℃‡）D［ぬい5eイ千近に風の
　フoロブ，｛∫レで誘～ヨiるような一種のシャッター
　のX力ニズムがあ，て、丸†の～hiイ†d側h
　にと毛な．てこのシ甘ッ▽一が開ぎ、成層圏
　1こお1寸ろヲ更（タ）ラ吉婁力度が高ま，た。　2）　成層
　圏畑の軸由・・1こともな，て嫡圏の
　）郵の〆アロフフイノレ芒叉化し（たビΣ1ご中葛績度で
　加敵照）対流圏の品rc吟帥トカ噌大した。
　こ帖別纈ぼ北半球の風と波の嫡1こ
　対してr『適用できろ．
　　このようfこ　f踊圏借王袈竜王里解丁る’こ1よ
　対液圏五モ含めた解桁皮びその理解が共要
　　　　　　　　　　　不可欠であろ。今
Zonol　Wind　　　　SEP，81
　　
一 80　　　－60　　　－40　　　－20　　　　0
　　LATITUDE
後は　南叉両千球
の対流圏統含め
て、上のZつの仮
説の検証玉行なう
ための解桁左進め
たい．
ぐ月平均のあ祠
Wlいd（囲／ζ）
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1▽－5
輌綱蜘・旬納敢嫡峰態・
神沢博’　（国立極地而克所）
こミて）穗ノ　ソ蓮のノ萄不垂瑳叱とノマラ
ジダ；’ フヤ（凹。1。de・わぬ・メ久；
68。sノ％。E；日ζ知娃畑の東
ナし東釣200k肌の位置仁伊ゐ）
での癖ρ77い・よち1顕ノ
夙のテータ（岬㌃～8ぽのフ耳
　　　　　　　　　　へ澗ノ430・v口周〃・丁一タ。到
亙あ往IJ　70にかの湯右か’今レ、）
互解祈して）培マ重力三民の生態ミ
額ぺ’よ）ヒスゐ。本セlaタ6膓尺
蘇（日8鵠待7つ硬1キ）【二
よ〕）資塩口7ツ’・願］と参「画し
τいゐ然）　こ《角琴γ＞1穗％⑳膨賜
の了しがの予挿調亘（尭啄ε㊨ん
でいね。
・棚鶴1螺1吐て・％〉…已ヵ（》毅．て：購ブ上Pぐソ、7周圏τ済〆・てゆ（と
・顕・・札（／98り、←1。｛わ。（腺）、輪・晒鋤いう誤知玖て・衿優向1二観，て，垂直
の麟緬宛はパ尺剴磯誇訊r・．シ綬／・協1の”已巧フこヒ向入ゐ・二
潔㌶鴛，1㌶6露顯㍊㌶乏£㌶乳顯：㌶晋；ζ芦驚㌘彩∫
バ盛ん仁川つフ袖内3r三’｝だ癩藪
　　　　　ヘ　ハ　　　　　　　　　　　　シ　　　　　ピヲリノ　　　ノの」彦叶上一ワカ、ヅロい已いんね。が⊇乙ノ／透圧1ほ
蹴溺露㌫㍊鵠；莞
輪⇒吻1・〆β・1・1シ・ぷグ☆・／嘔了
レーグー昼でのデー9を｛ヌ・て1習題の守周圏
堺面付迫フ・内部重ア寝と拍へ’ノ垂ρ五仁よ｛）
遅卸誓搦左L（而）σピ’の評匝も冠弓舌うと一
しユい～b。
　こ外ウ1稗畔1・砺て硝坪の内纏
卵禰知」巧j・稚しエ・・ゐ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70
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よ0
¢o
30
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　　　－／。。 一 ζ‘o
／’‘」・レ’76
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／
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1▽－6
23♪購MAP観測の概要zVH∈ドッ7。ラーレダ’に
よる〉礼星観ラ則の結果について
　　　藤絃三五・鵡ぱ飾蘇㌢・ト・1忠君罧醐来
　　　　　　　　＊柚地酬桝「　　＊来電波襯φ『
　　　南極MAP勧キ崖～二あたるコAR⊆23
で口、地上厘が飛孝羽体£用いた才菜マ有繊！カ℃’
曳施ざ4tた。　こ小らほ大別ず3とニフ1二分
け〉れ、一つほ中層犬気，中∩才ソ・・ンを中心て
した｛微量成今ヴ観測で禽り、他⑦一つ｛エ、DZ
壷基蜘位置『覇埴域篇柄、オー。ラ1蜂t・
件ない、電離層から中層大気に蕊w1込呑エネ
’レ・ギー量σ、モ＝ターでぷった。
　　　観測項肚しZ1田従来砧3ユンピ
ユータx恥・た、縞層規象の乞＝ター及・ぴ＼
τs£s衛星（週～与輌1），NoAA‘，－7衛星
（日～2転並）受信の他に、新巨に①才ソツ総
合観測（本㌧ンポ∋・ウム男L鯵｛昧民参窯）
◎VHFニド㍉ソフeラーレータ“によ3中性1蚕し度｛ひ
電庭層電場の観測③超嘉慮痘テレビ’1・よ
3才一Dラ坊形穂「董小・勤きo融唖④大気
玉ギ（㌻cや否仇づ　を用い1三甲層大気才ゾ1ン・二
醒化富素力測定と電離層電場と高速粒子降リ
込｝中剤定、ε実施した。
　　　／奉講…東で・「8　、　▽H　P　ド’・γフcラーレ　ーダ
翻版伊大気鐸史．陵ひ根専についマ述時。
　　　　　　　　　　・、、●　　　　’｝コ Fニ　ト集・・フo｝　一　　一
　　　VHPド’ツフρラ・一レーダ呼、地上から
強い⑭脈電離届・融fし、散主し紬Z戻・
　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　シてく3電波X甲いZ、／ノ0κW冨度仲近．の電
離層内♂・アラス・マ（電チ〕の勤きX調へ・・3檀波
：才一〇ラ観唄A（スへρクト（し主一ド’船⑨ダフ・・tし〆・ρWスモー一ド）
と，え皇の軽跡に伴ない生す”3フ゜ラズマ柱か
戸散乱波踊いた中柱風観別（メ〒オー・し科う
X行ラ．　こ♂・方式め観別σ三江午博討しε海τミ・
て別、北榊郡斑模肖〒柚マパ（
▽4陀レヲ弓）穴南牛ヰでは観男憶が吻々
かフE、　　ス3友稼Z・は、新たにアンテナ（
、・M，り。アつアクヵ’レ鼓儲†纏）嘘設し、
テLタ敢込み十アンヨアτρ督にミニコンご｝一一タを吊・・て
連続観剤1二⇔高精度データ互取得τで5Σ
ラ1二な1r三乙　　VHFF㌧ノフcラーし一ダの言呑
うし1ζ惹1～こうト可、
　　　　　表1VHFドップラーレーダの諸元
方式
周波数
ピーク電カ
アンテナ
アンテナビーム幅
データ処理
観測モード
パルスドップラーレーダ（2方向｝
　50MHz
　～15kW
3段14素子同軸コリニァフアクシャル
水平面内ピ
ミニコンピュータ｛MELCOM70／25｝に
よるオンライン処理
電波オーロラ用：スペクトルモード，ダ
プルパルスモード
流星エコー用：メテオールモード
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　　23　）欠隊τ‘r古ヌεべ’40日悶の琉星・エコーデLタ
が取得ざdtちが＼声講夷擁｝922、Ω．・r－lq33・
仁9に連続観劇任デLタδ基‘：ジ堰エコーの洛礼
計的性管の力頑月経果1ニウuZむ・3、
　　レーダはニラ∫向⑦〉一ム〔弛磁気南，顕鮪蝿
南，両e一ムの友差角32・3つε麦互に去可二乙か・公秦3
防ピみ3仮定⑳下に中性風，の速なベワト・レ・を偶
5ことが可能・τ四3。
　　図イに上譲期周中仁観測漁ため1700個3
エ・一眺劇岨：ヒじ「（⇒「＋3烏“つヒの関偏
示す、　　2）のア膓アナ｝二っuて　LIT一イ禰1性1●惇1響f司い
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▽－1
岩盤ヒ氷ヒの麿撫
対馬麟（富山大理学却）
　南極（D氷．床は『底面を岩盤にこする滑動を併　着さtl，×の先瑞1をミニ施盤で円錐斌に、削っ
い効、りう流動Lていなx床底面こ若盤こΦた．こΦ氷を一日放置Lておくヒ，先端は球
摩榛ガ太さければ，氷床｝ま滑りにくく，逆に面茸に委．七。こめ氷琢面忘研麿した若石工
摩擦がノトさけ〔7Prゴア弩リヤす〔、。老「オし6文，ラK床　しこう督5雪亡丁こ。
碁禦灘㌘蹴動蹴な関係を2縄　　一一巨蓮
　一般の固体厚擦におoては，固体間σ）撞触
が見かけ①接触面にある微細な凹凸部でおこ
ソ，真の接触面は極8）て小さく，見汀けの樟
触面の犬部方ぽ隙間である。荷重を‡曽すヒ真　　　　　　　　馬区動台
の確舷面ぴ増して麿擦が増犬丁る。そLで，　岩石試料（Dσ）フた駆動台ザモータ’め速歯
荷重・才考触面と薦ξ楳との間に、ぼ，　「摩｝察抵抗車（つオームギァ）をイTLてキジジ〔フトピ
ぽ荷重にヒロ列し，見かけの樟触面（D大小には　一’定速度て㌧駆動さ↑忙る。）重度はai～104m／5
よ5な・」この層擦の経験則ぴ当て1舗う．の蹴囲に変えろこぴ可能てsある．
　しグL，南極のよう1こ厚（ユ氷抹の底部では　3．実験　市販氷を用い，荷蔓を485ポ，鹿度
ラ温裏か‘ラK〔D融点有t｝し融点1こ近Lく，　塑イ庄ラ荒壁0　ξ…8．『x【0－3cm／5，ラ温プ蔓「き一L5°～－20°Cに変え
をイ半いなが’5極のて遅い遊…蔑て“流動Lている．て厚オ寮の漫」定］…イ了っだ。
氷は岩盤の凹凸を塑性的に、埋のなが5赫の4．緬果　」：の蛋件下て“，ヲ〈の※面に形再こ
底面全体ザ鳶の措触玉して滑って（1るて毛元れた接融面ぽσ5～2和㎡で，拷融面の丘力「ま
5れる。Lたがフて，摩擦抵抗ザ荷重に江例　30～100　b瓜r，氷の厚さにして300＾1100Mに
するU）う摩秦の経験則は米床1てぽ当てぽま　対応Lた。動麿榛係数は温方によって毛しく
⊃な～〕であうう。氷床ヒ岩盤との摩擦ぽ，蓮　変化し，岩石の表面粗さがユ～2μ7nのヒさ，
常r）固体間麿擦ヒは毛Lく実った麿擦特性を　一1．5’Cで0．or，－2．5℃で0．10，－4°Cで0．1G，
示すこ（が予想さ1れろ。　　　　　　　　　　－10℃て”0．22，－20’C］こ冊04であった。－4’
氷床底面と岩盤ヒo摩擦き実騨勺に調べるc⊥又下で滑」｛ゴ付着一滑ヅ壇象き呈し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジに当って，氷床底面て同じような高O圧力奄　全温度範囲で房榛採数「ま丈変天さい．：史に鼠
発生ざ芭ること「よ容易でり5い。ラK（D圧縮強蔑　じ岩石の衰面きダイマてンド〈ξ一ストで研ノ蓼
は南極の氷床蔭面の圧刀より桁違い［ニノトさU　し，粗さをα5～L5岬ヒして再度摩穣き調ベ
ガ5であう．ゼこて“，、本報て“「よ平5な岩盤（Dたここう動）蓼榛「陳敬「ま一25℃で’0・04，－5℃で
上にゴ家面「欠のラKき；骨らtて，30～1000αrσ）圧0，07℃なり，前言この牛痴以下［こ亮夕した．見
力を整生させた。　　　　　　　　　　　　かけの界面ttし断強こき言「黛（動房模の頂力’
t．試料　南極か5採取さ血た氷河さつ痕の　らりLたCこう，3～25k8｝んバ’（なハ，ダ’
ある岩石忘ダイヤモンドカソターピ切断し，　イヤモンドぐ一ストにε戊ヰ肩にしたも『）で
新tくでさた面を研摩Lヰ滑にする．裏面にはそO憤か畔痴穫寝に、：卑㌻Lた。
は石こう玉つけう。研摩Lた面に支楕丸棒で　　更験亨㌧9の詳細は昭56斗度共同研亨t報『5
仮撞巻し，施盤σ）rチヤソクに二1丁さむ。　石こう　書115一日5　奏を参ヲ豊さ「ヤした（、．
のっし｝た面を削ゐζ研摩面に平行な面てなる。
丸棒（D侮接峯きはザL，再度研麿LたC）S，
超昔波洗浄Lて実蕨．試烙（Lた。氷①試梢「ま
直径8mm∩円匙真馳うo穗ノLヲ“一に・東
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▽－2
多波アイスレーダーにおける一解析方法についての検討
　　　　　　　　　　　　　　　　泉達司、星山満雄、西辻昭（北大）
　　　　　　　　　　　　　　　　和田　誠、　前　晋爾、　　楠　宏　　 （極地研）
①　まえがき
　筆老らは、以前よリアイスレーダーによる観測波形の解析を行ってきたが、従来のアイ
スレーダーは単一の周波数で観測を行なっていたため、解析が困難であった。そこで、今
回は複数の周波数の電波を用いた場合について、その解析方法について検討したので報告
する。
　今回は、使用する電披の数として三波を用いることにした。これは、二波では表面温度
などが既知でなければ温度分布が求まらないためであり、四波以上では実用上困難である
と思われるためである。また、後述の様に表面付近の影響を受けないので、氷床の密度は
一 定と仮定した。
　まず、次の様なレーダー方程式を考える。
　　pf，k＝Cf＋σf，k＋ΣLf，k　　f＝1・2・3　k＝1・2・3・4・°”
この式を、深さについて差をとると次の式となり、これは観測波形の深さについての差分
と等しくなる。
　　　　　　　　　　　＋L△P ＝△σ　　　　f，k　　　　　f，k　　　　f，k
但し、P：エコー、　C：定数項、σ：レーダー断面積、　L：減衰項，f：周波数，k：探さ。
　この式は、探さkにおける氷の状態にのみ依存し、氷床表面の影響等をうけない．そあ
ため、解析が容易となる。この△Pは温度Tの関数であるが、△σが入っているためその
他に、温度の変化率dTとさらにその変化率ddTの関数となる．ここでは、　ddTを一定と
しdTとTを求めることにする。まず、一波を用いてdTを求めもう一波を用いてTを求
める。この様にして温度を求めると
一 般に複数の温度が求まるが、それ
をもう一波を用いて一つの温度分布
に決定する。この様にして解析を行
なうことができる。この解析方法を
ブロック図として表わしたのが図1
である。この図では、二波を用いて
図2の様な結果を得る手順を示して
いる。
③　　蓋
　実際に三波で観測を行なった例が
無いので、ここでは温度分布のモデ
ルを作り、それより計算したエコー
を解析し元のモデルと比較した。そ
の結果が図2の㊧、⑤、◎である。
この図は、三波のうちのそれぞれの
二波の組み合わせを用いて求めた温
度分布を示している。これより、二
すべての深さに対し繰返す。
Tを順次変化させる。
dTを順次変化させる。
dP1をf1，T，dTより計算する。
△P（f1）とdP1が一致するdTを求める。
dP2をf2，T，dTより計算する。
△P（f2）とdP2が一致するTを求める。
結果を出力する。
図　1　　解析の手順を示すブロック図
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波では多くの温度分布がもとまってしまうことがわかる。しかし、これらの図を比較する
と、三枚とも重なるのは、ただ一つの曲線のみであり、温度分布がもとまることがわかる
。また、二波のみを用いた場合でも、表面温度等が既知であれば図2の曲線のうち一つを
選ぶことができると思われる。
　ここでは、モデルの温度分布を載せなかったが、これは、図2の最も0℃に近い曲線に
重なってしまうため省略した。また、ddTは適当に与えたが、多少の違いは結果には影響
しないことがわかった。
④　結論
　結論としては、次のことがあげられる。
・この方法では、三波を用いると温度分布が容易にもとまり他の条件は一切必要ない。
・二波のみでも、条件にようては、もとめることができる。
・ 温度の二次の変化率ddTは一定としても良いことがわかった。
　今後の課題としては、具体的な観測結果に適用して確認する必要があることと、密度に
ついてももとまる様にする必要がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
P．S．Ray：App｜．Opt．，11，8，1836（1972）
Y．Asami：Hono．Ser．R．王．A．E．．6．31、（正958）
他。
図　2　　解析結果例
（氷床中の温度分布）
三枚を比較すると一致する曲線は、
一 太のみとなる。
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▽－3
うングホブデ光の氷河の｝確力で形態
面村寛（づbヒ低温研）・森脇喜一（国立極地研）
長尾年恭（凍大地震i研）・夫田違彦（名大農学部）
　ランゲ±ブテ失のブ恰可1な、うングホプヲラK
河の共、約5k閉の尭点べ海に琉れヨラk琉てあ
る（図り，2）．このうk＞可σ）末端は高謡勺20
励纏ヒ劇，その敵左岸）吐・1、翫
櫻力噛る　この氷河な以前づ・ら輿妹さもたれ
てoたが、潅うκ上づ＼らの叡リイ寸きつ〔難．し｛に
てづらま詔査の憲ま替されイoた．佐こず、
／ヲ8ぽにラc司の形態観測、重が貝1庭、｝雄力量
測定じ／om妥までのつア才細又迄行った．　rξた一、
地形国作ぴの自的寸紘空写真］｛爵往祈フた。
こ⇒ぴラk麻、嚇．に向力・っ寸階鰍
に富（よる数列の起伏が漫岩4泉℃耳行Lコ発塵
し㍗｝る．うc可な漫良り・弓筏帽℃2却／日．o
高まりの向かう氷涜℃なり、北ミ丸し寸り列目
の高室｛）σ）低所づ＼今西吟妬　海1て琉出u
い5　この向の策線の距融撒約3kmで、朱端
付近の幅ぱ約o、6km寸ある
姻朱齢猷ぼ麹岩の泉得を浸け’了
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▽－5
南極白瀬氷河流域氷床形態の計算機シミュレシヨン そのλ
東晃、長尾正敏、森、由爾　（北海疸大すコニ学都）
灼回梅績・閏シンポジウム（／98坪
ノス月）ζご式マぱ氷床の形態※化をシミュレ
シ。ン肪Eめの3次元非足輪デルの了傅
法ε提恒た．それ帆現実の氷床の乎面図
の」巳1ニコ三方斤多ク“ゾッ　ドを置三、　、各グソッ1ご戊を、
でのシ吾量が常1功生硫のオ程式を》㍍足すうよラ
にして氷厚のθ寺向的美イじε4め多↓の7“ある．
各薫の氷床の厚づ〉二表面イ頃斜がわカ・如ズグ｝（体
内部の応力方ザがわク・ゾ、二れガら液速今布
L柔めマ流量が宴出さ｝hる。　この計箪の中に
氷床内つ》顕・分布を考慮ずφための簡便法か
既に藩％ら（N・g。。，N。k。w。　and　Hig。。hi，19
82）1二よ・て由莞三れて・、う。ミのオ法を用
・プパ1パ・マ、氷床の温斑考慮し杉3
次元行“ルの言ヤ助培易留丁ラパカ呼珪。
実際樹㍗し砿白弁岡瓶域（梱）
ε夕0！〈γし〔IPオのク“リッド仁方り、　各ク“リッ
ド点、にお1アう基盤地形と最初の氷厚8イ尾定し
τ氷厚の叫間却ぽ追跡レち。この際、各グ
・いド点噸動枝、気温、氷ラ昆方砺どの
　　　　　　　　　　　　へ条借とし7は現在二つ流域ζ“ヌロら」イ7いる限
リ碗酬テ㌧タなら辞そのク1・楕値鎌用し
杉・鯉姻多が㌦・バう効ろとし・最
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▽1－1
白i頼＊ラ可流域の；荒勃特性
　　　　西尾文彦（国立極地研）、．石川正雄・大前宏和（北大・抵狙競Dノ
　　　　ほ橋修斗（フし兇工大）
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㌶覧震竺㌘審＞1管際滉／ニパ〆ペーベ
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電；皮氷融促と白瀬＊珂流域の基盤地形
石川正雄’大、前宏和（北夫イ4品研）ノ西尾文彦（菌立極地研），
勝島尚美（北大裡）ノ　高橋修平〔北見工大）
にじめに
コ額綱繊捨むみずほ瀦槌しeエソ
ダ≡ビーランド地域の基盤地形図（2よ0万・分
の川勺ツビエト1ぱ・て麹テされて・、るバ
どのように繍集し仁のい多キ細肛こと句べ不硝㍗
あろ。ま仁，白i瀬氷；可》託域で日本隊が調べτ（
基慾地％ヒ比軟寸るヒ1訂ぶ舅ミしくくい遺う
こヒぼじ〔あり、ソビエトの作成し汽基盤地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
纐の信鞭幽いヒさ咽いる・束ク雪氷駆S／6一み和基雌r昧瀦幽彬蠣
計画では菌南極大隆の最後の空白εPであるク
戸ンモードランド氷床の蜘培し泊瀬・kぼど句源因で系給ぷ働率のよいデー㈱
萄寵域の基盤地移図の拝成も犬き〔∫目棉の一積1ユ行f∫われて・・rJり、。r∴今後ば航空機ε：よる
っで，ある，基盤地形乞知るrてめの電綴永厚計広域の氷厚測是を行・㍉地幻づらいマほ技術
に、氷の厚さを測足する1どげ㍗なく永床氷体開発や研究的r∫電故ラk葺測足ε実施していく
の電気的性賓の遺い1ミよっ了得ら↓／ろ内部反のバ有効で・あろう，ごきに述ぺrゴうド電衰
身徳氷噺鎌飾にしf…。て起ろ耀・k駝＋1エ，＊礪舗1足・糾に＊床氷体の
の藍い，宏：氷床と基盤の断η・らの反射の構造ぼど多くの物理的情報を得ることがで□
遠い1バ弓縞鏑吻状態盛盤の覇をろし，・鯨流勃誠の剰是！・孟胴る試純
桂足できろ「王と一，夕くの・肩「報を得ろことが’で1どη“盛ん仁行“rび」っ↓父ていろ。
きろ。しポ駅っマ、電袈斗厚刻足の技術的汀　硯在㌦吏用しマいる6〃〃〃z，／ア9〃ぬの電疲
鵬と嫉頑望，そして庭まで・明ら・・恒嶋甘㌔て採知パろ・k閣ユ1ほぼZ輪
これ仁巷援地物くつ・パ述べる。　　　　　まて・であろ。こら1二！郵・氷ε築］定すろrてめに
甑氷厚誠・問題点と展望　　　　牽捌v厚計唖力は・デろ・・アンテナ波更
　電波氷厚測足バ始まって久Lいウ㍉剰定枚するり・の肝題があっr（・みず’ほ基地‘ミおいて
婿上の問題ヤ蓮囲上の矢ロ識に乏Lいった：と　八木三素多と五素子アンテナε使って実験し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　酎　た結果、五素3∩場含基盤からの反射信号調
　　　　　　　一　　　　・｝《壌る㍗（嶽鳶㍗砦議昌㌶
≡ニー　　　　 と文し1躍・’ら磁い儲Σ得脈琳　　　　　　　　　 　　 　　 　　　　ほ（言い侠えKlユバリ厚い氷ε遣〕是すろrぐめ
　　　　　’［”二’ご鱈1・のバ澱鶏計越齢力ε坤錫縛
図｝五蕩同ヲ線：Oいφ氷床’麹♪（形断面ら呪ア・テナ肩・隔ε上げろ古硝瞬砿
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図こ．みTは基民一帽と山弥パラ煉基盤垣r姻面
　　　　いこヒτ示していろ。
　　　　に，＊厚劉足ドおいても精度ε句工させろ斥
　　　　ノ）にデータ処硬を改善すろことη×1之卑となフ
　　　　了．・ろ、
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白i頼氷河流域の基盤地形　　　　　　　　　氷笥詫域の大旬／分の基盤高度ほ萄板ぴ～ク0例程
　基整地形図乞咋成していくτてめに艮、えト厚度であろバ，ヤまと」λψM嬉旺了汀急激い高
娘臼恒ぷ繍吏綴ぱし嬬紅獄足彪胤そ2，鋤“し以助糧と山蜘：擁
しばければぼらない．トラバごスルート1こ沿すろヌナ9一ク群に連なる．
ってほ20～30と砂しごとに人エ衛望位置天足　　図3｛コ3／6り・らみすほ基畑の氷床・昌盤地形
装置による位置・標島の剖足£行いノその間　であり，5／6り・らノ00と〃πぐらい川勺陸側ほ
1コ／ξク粍ごとしこ石嫁フき「｛立．と多し圧高ノ亥5ナ1てようイ立置　　1元（デ；呑面と同じで’，　みず’1意基≠也並くド／びっ了
と標高の弐是乏行っ了いる。彰波氷厚計によ5〃o疏程度ヒ高度Σ増しているバ、や3と山
ろ＊騨陵備衡工，基鞄・輸工仁礪‖桓くの麗地吻・比載秘｛坪担ぴるこ
咳ぐ形状ドも依指すうり×欠きく見積ってご5〃　L曽斗）0’ろ。図4ほソビェ1隊によりて仔ぼ
帆以内，乎均して±30仇程度である、　　　ごね『く基盤超移を主として任戒し『く白癩氷暫
馴1泊漸同磁翻の。行1昧’灘地⑫砧和高廓・よぴエンクLビーヲ牢
形の断面図でちろ・基盤高度1工白瀬氷河の出の基盛地形固である．今後氏’ノピエ「の氷厚
口付迎で幼面ヒはば箸しく，内陸劇1こ句勾’う1こデータも，参考にしr♂がら白i剃＊河琉滅およゾ
しヂの“って、しτ：い1：高度を増しておりG7蒙ク地域の基盤地形図ε作校し（いく予定で・
地ゑの75．ブ∫付近て・ぱ；岳故∠よ〃0仇にも達すある．
ろ。ま仁，基盤地形は平担でぼく、／0右〆程一
ぽの範囲で吋oo頒ぐらいの高度の増誠’があっ　氷河の琉動方向に沿って基盤プぐ形η俵面地
額紅嘱ろ、図2ほ相と」ぷη・らみずほ物駒響汲‘れて・嘱畦示しτ・励咽5
基地までの、ほぼ白瀬氷刃の託れに直角τお｝（　て・あろ。Zク00・尻近くの氷の厚さゾあっても
床基盤地形断面であろ。みずほ碁地o・ら白瀬基盟の凹凸が氷斥表面の麺形の形πおゴぴ充
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動状態［こ影響を．5一え7いるのり＼わがろ。
?
醐i
図4．白瀬＊河流域を含むみずほ高原・エンヂ
　ビー一ランド地域の基盟地形図（主とし《ソピ工卜図5，白瀬氷刻緒沿いの氷床表＼蚤し基盤叉
　隊いよる実埠ゾ23：欠隊1こよう調査冗戚’）　　　形の関係
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氷床氷体の電波の砲皮特性
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図4，やまと肩，石氷原・フランじノレズ’裸氷原の　ろここバぞ能i：ばKl工・ノ荻射性同位体1：よる
　Jrrt　ba（」の構碇粒子の粒蚤飾（粒壬は恭う朝て1凝一と相梓って，裸氷原の氷の絶対
　半径で表硯してあろ）。　　　　　　　　耳代うびこいも南力であうと期椅これる・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　49
▽1－6
　　　裸綿、の」汁由鳩について（五）
　　　　　　　一機成粒弛組成一
　　　　惰島荷美（獄理），両敷彦（綱），穴前輪・宏）り正雄（候抵嚇）
　　　　　締疹乎（wけ天）
　　古γ七快い（え玄繊す3粒争ぱ、アランと　　そ由でぽ二必らの磁忠物窮ヲ吊7協3ズムぱ
ルズで数ノ0～＝ノ《尻，やサとでノρ～40　どこσ♂だづうが7
μ昧登台・壕嫡痴拓㌔・㌧あケむ也敵恨汕坤ぷ叡1て・
あき。聴∫こよ3とアラジヒンしズ‘の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実ム自5孝通の鰍があり、　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　イ亡φ姥古子臼ゴ
JRレ砥ぷd礪底す3粒3の紐づご・．％げ火轍の望ロ∋ズ臥ヒ・区引で董さ・二めような
儂驚竃誓晶㍊㌻二霧∵㌘㌘儲璽∫；三多冤1蒜㌶濃鶏碧
あり、吃の他才単一⑦蕨物粒ナブあ5。）ζム（／鯉2）にレて才ピめら止臼楓域の新
がラス礁色醐～や橘色チ醐鵠形の左鼠疋ム宕麹▲蹴踊産～…一働砂
㎞｝舷物㌢鮪丁きψ冴バ多く、しば1（げい　図に罰丁・上αであ3・gcズω蔚＋輪○）図
轄5・フコソア1二轍的な抱がみぢ幽3〈勾戎ぱアルカリ．宕ど非アルカリ旛嚇す3川こ
鞠蕗3いぽカヲス芝停なう、舷物レ／Zぽ斜肩勧な毛晒であるが・図7F示±申き余うに
励がラ（、埠剖埠石・角瞬石・不趣瞬吻午矛レ臥漁・七噺違い廓星羊島闇吻ズム
なピがあハ丁パ酩史ム匙婦胡唇頑レ聯ぬ1才非ア1しカリ名の繊に・アラ7し1しズ仁泣
3。や昔ビ階石柵、の㌔も伊デ・疏な聯／＼て1｝一｝ミ㌧ドうシドイ㌣クて一ド付と⑳
舌¢つ〆’．ア弓ジピルズ句拓ド比べ誌斑で’）ζムほアん力戊塔の頒域Pブグプト弍W両
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1麓魏認恥㍊㌶：露；膓竺z膓璽寄墓璽堅㌘慧オ
ニ7コ了つよ1二毛よパ』・吐ヵ・報獲訂▽・13毎戚ク獅1弓・z同じ壇縁の右ブ・あδ
（〈w、紅刷一ぴ・・，T、伽紅・ノ醐プ＼跨が・磁コ協嬬虚聯でお。
　／9℃／）カぐ、こ小ちひ櫨茂劫与ぽピムガ’ラスの　　二のじう【こ．＝3り履麹、形繕上♂性後
蜜磁繍物弓鯵斑ぺわぽアラ九蜘擁薮茸紺す3北1・〉つて核鯨和
｛しズの毛♂ヒ葬埠1ち恒乙似一τい3．｛亡がつ縦がで’玉3．見回∫（Dけ』」で腐成丁3
てψ就も触λφぐ）κム暖鉄物であ3ゴぽ司C　叉ムがラス千、鉱物の石ア層・脅みヂ『彩行たヂパ
でセ、吃♂内妬才々孝し裸十承ヒアラ／ぴし吃⑦待果がら核繍㌢ヌ牽す3。ソζム灰ばあ
ズしビ壌存さ可能悔湖さ・　　　　　　　　う一む繊1・一拓¢妬丁3必で菰∠＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拓二打ら↓ぺきdぽレ輪d司齢境∪の〔繊互
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱈す3已涼雑の編吻章繊を酬す
　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　き上で璽芝7あ3う・
鰻
糊麟灘箋装、綴㌘　＿
　　　一〉納
函9、ヤ三｝ヒ禰石身循P叶ら必3ぴそレ似え
　の御端主
　　（微蹴縦，包双励・≒ラ元榊6靭
駅》
?貨ド
o
図6　南須靹域噺劉く）ε罐区
　　ど寸リフフ≧ア脅臼才繍τ逐ii邑
　　ざ↓壬d洗』λの4遷三
　（細櫛め
　　レサ1ラヌ㌢旨いちケ緒島
　　Z、サ玖ラ4ラ才諸島
　　⊇．ラ㌦一久ズワス島
　　杢でト／ミニドラジド
　　ε・マ穴十咋定，
　（4iγτ1＞α湖d）、
　　A、アラン｛二元しスい
　　Y　ぺ音し障后＊／蕉
　　B、パLド彊τヒ
　　D，ド4（↓
　（o卸祐糠ぱ輪吋ニハ・戸ア）
イ5
????????????
f（?》? ?
▲SOUTH　SANDWK泊ISLA閣）S
●　JAMεS　ROSS　ISLAND
O　SOUTH　SH……TLAトば）S『SLANDS
△　MARIε8YRO　LANO
x　卜｛ALLεT　ANt）McMUROO
　　4］　　　　45　　　　　　50　　　　　　55　　　　　　60　　　　　　65　　　　　　70
　　　　　　　　　　　Si◎2（％｝
『図7、南種兜域、新生ペズ⊥名麺（ろ麟％学績成
　　　（～、Cゾ（N健c寸七c）図）
　　　　　　　　　　　（（痴足A罐之一后尺イ人〃o／解2，なμ♪．
鱗
▽11－1
南極永　東の　堆雪特・性
佐藤和　秀　ほ固ψ身）
1．れパ　　　　　　　　域は，M砿ミくパ／M副⇔・㌔丑・地域
　南種ラト甘の堆雪精偉1穗，雪足測足や，往雪11，Mも躰4↓⇒牌K犬ミく変動する。皿の
緬・層嚇綱・・か5，掃競，㌔禄づ醐エパ硲拓諦曽…｝・さ○る．
子がわ6・．《さた。これ3ζ・得うれ右知見に　一地貞の1本の㌢尺測定値ドつ・・て，また
よれぽ，み］コ］商原にういては，績雪層祷蓮．∫雪タk∧㌧り膓グコアからひコれる44々り解祈
　　　　　　　　　，汰のように大ミく三｛直1こつい2は，叱の揚所の代∂・臣仁つい之，泊，鯖1のハ巴域、分・申力、ら
。吻威。命抽る．1嫡加…僻仇紛考膚寸るぽ瑚る．そ・たヴ・款
ドロ・ラ蹄地凶で幽．；昧量もヨ牌1ぺ㍉地織岐・はるづ也莫嚇灘・縦‥パ
貞，五は高重ぼ1上預よi）3・’・～3z〃初ぞ・・の地域特性をポめ《み1ミ。
1出青量・鍾♪がべきい地域，皿ぽ高度互の上
頂よ・、商いw彦地凶マ・’，煎♂弦・・宮力ば凄ケ　2　雪尺網による遠　量の刻　と　面♪起ハズ
ないため、）函養量1ユケないがノ禄に地雪オ5　　亀の測定．
ハ幽・，口く考○担・る．　　　魂貞・油縫・イぱ伽フパ・認解
　冶元ム脇Wψ屈4允久（β別）ぽ，タ）欠匿に　深りきr：め，ノヲ訂」から1叙2斗1こかケての7
」・鴇ら嫌s・一㍑いの綱禎舞・・押・鯖瀦劇がて，｝訓・祠よう
．砕，2k帆与確尺テ㌧タをノ・地起“移にら尺梱ピ塒か抽陶・カ・㌘の峡
∂腸均・Z紗勃彩糖M弓・樟準競5，1・言雛し，観測ぽ．
およびS／Mをホめた．ぞ如・」ろと1・戊也
i　　　．〔」＼∫’とl
㌧ご」＼∵　1
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図2，3昧駅網・韓鳳助鄭4
　　　　（’メし問聯は10仇）
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量（hトh）2
　N
｜》01．　　36ノ奉一傷7尺・き匡1の言｝ヒ．置姥L点、
　　　　（●’ア　lo地臭）
?
surfoce
図3．雪尺網の元k房緬り起づ鍍吋め方
　　（・一・一はフ｝く干二面）
52
　雪尺網は，穿1越風向と図2に示すよ
う1こし，　｜0！蹴聞Plの雪ノeし36本‘セット
レ，　ノ全㌔地ま、，　｝司じ’湧乙置仁　したθ　ま1乏ノ
妾面の凸凹の大ささ（違伏φ孕1倉）φ
目やすと　しZ，1図3のようtこ雪ノe地点、
・水準測量巨行な・，緬起イズ度・《ε
」口?
???R? ?
?X
3、高痩に対83綺位
N：36
　以上の紡栗をあ度K封レ～示レたウ
が図∠トであ5。
P：綱ぽ駅紳緬起↓版は，
　あ笈2000帆以下ゼ大まく，老れ｝式
　上でIJ小ぐくなっ2いう．
M：泌養量ほ，ラ瞬かう内陸‘ミいくlz
　縦．い，♂般釣傾向Lし之小ミくなつ
　Zv、5。
駒：川くTが大半であ膓パX40地
　貞ヒみず1瑳地の値が大きくなう《
　、・5。婚‘・，み千ぽ基地力値ぼ，氷
　ノネ表面の匂然ンば9きどf9なく，　みず‘ま
暑地魂物が駅網・刻誠・決ミ
く孝魂ぽよ／れ～い3．なお馳
　・碑は，〃ず‘酵地嘘伽影磐
　のなv・10D本衝ノし列（ノ仇閉蒲で牟
　越凪向1こ直史）の刻定移㌻累ビあ5．
　　以下，ミれうの因3⑳相重関孫と
　ノチの雪尺測定1こよ5議ずの与変
　動のイ頃鰍・っいく考療すき．
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E鋤在ガ〇九（ぴ）
1図4．　高度1ミ対寸るR，レ1、　S、　S／L4
　ρ：雪尺網の表画起づぱ度（㎝）
　M：雪臼岡地呉り牛間履暫泊養董（仇）
　　　　（36本雪尺刻定値ρ平均）
　5：Mめ糠導偏蒐（拠）
賄：Mの相封備差
　　・卿，ウず1珪地・1・ρ本敷列
　（1軌問商て曳越風句に直吏．）りづ直
〈支献〉
協楓d久塞ぬ舷ん1砿（円8D　Mε机．　N㎡t．工帆∫t．
　　P。1砧R・s．，Sp凶五・・eメ品3・7－320・
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▽皿一2
　　氷友傷｝ドコアd解ηじ閣可白二・三θ間題
肴返興往・循岡紅5（ゐ舌乃丈．37K圏君導万寸錨アイ）、佐藤釦秀（長岡高卑）
　　廓Kコτ鋤目的　　　　　こ・がわ。’・…〉，レ・・レ、倒Ll綱｝嫌
南趣氷友叫漉養過筑は．氷友L・乳硅の地徴声隊いよ、堪楕亙復よ・ハ紅まる参該汲鯵
域叩紘段咲・7ほでまド異な・Z・吟躍仁よ・Z麟新…づ的眠醜佼
。尺い分1焦・瞬燭づ糠量域，カソ、・随晴・癖ぱ力つい・・b珊．
ク！ぐ斜面・寝肋の丈ね・a餓．内樫嗣、司一方、吃〉・彦吸鯵且ネ勧肪見シのるつが’雌
♂少面嬢⑳三フに分・・れ、影中Yれの地吟積擢壇t才司い・）マβ乞巳もあ・ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）←舜啄＞lv
「司仁は漸↓多千が’汁ろ牛）う。　　　　　　　　ユアφ晒プロ行勧L1もな査多〈rl↓］題が
　：れまτ・数うくのホ㌧ソンブ・コアが’みず　残ぐ＋Zい参。
ほ高原ス．各地の・ラ得ラψ〉、層づ鏑遣，同1セ体．
細内の鉛直分看なビかラ、・幽餐趣Lφ疋域持2巾か．の庸吻じ　琢水床づ　　〆”80心
庄｛っ…　z酬ηカ・試みら＋マさマいう。　　　か　冴’’”・’荘の夕し
、卿㌔津力＿レ⇔・ドではじ・繭酬η胸プ・フ川1レぬ…　恒
ま吠卵磁師砕き抽Z・味す4・たにわア・し漸麻いゲ醐り・・ぱト吻・ア稲
＞1聾循～詞昼τ・件樫醜⑭ノρ・⇔～すク晒操・ゾ‘80値∩佐化く舶仁靭品果・一噺日・
未・け7・つア・挨集・計画陣・・プ。可）・翻中wプ・フ力胴可柄壌
氷床好解抽脚は、1）衡ト其別榊・K（図助靴陀地か』ξ〕レ・棚］・九日本
蕉上のえ伎競ヵ∩槍h互・例θ4十t，2）夏　の暖岐地♂嶺雪｛訊瞬啓銅1一も7楠があソ、吃
輪串鰍・ア・灘㍗鍾…フ・づ軒⇔酌吻嚇襲‘1・砕・・う畝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わが囹墳傷φ」｛辞o片和づ形成戯をt吃の縛噴1レ・如し桐聴岬・・乙・桐時期啄面
白。。しん，。．、）碑旭，3）幻・柱鞠硝遠諭琳加・川グ榎醜甲ノ1♂・碑・比
養過‡1⑳蓼じの昧＊な垣堆．楕楡獅～の教し・つ、吻緬k江・ア袖鞘」二桐題煕
蒐毛し⑳解明孜ゼτ功勾，　膓身～失τ・傷氷づア解袖可か。
柑・＼学｛踊・移噴．頃榎反〆同1セ体7・・フ
川・レなピーがU細佑いい1夜暖．しこ・ぽ
　　　　いo・°／cゴ　　　　　　　　　　・’。’㍉。。）
アS㍊rVC　｛1CO［｝
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→
図2　漬勇中らJl80全脅り彰成過．蘂L（暢ま③32）
←図f、替・1〈中」「80毒化印2．6〃2．13）
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▽皿一3
南銅味瀦繊・稗縄・鋤
　　　　　　　　　佐藤和秀俵）胡島専）　渡辺興亜しも大氷圏研）
tれ川　　　　　　　競き才肢レパ・蜘を那か‘弓多～と
繭外床・鱈法養量・変動・つ・2湧で肪・～編でド郁柿翻1こつ・・礎
足法Rよう直接針測から，日本斑の身備範囲表する．
のみず’ほ高原♂シ；彦地戊或S・H・z　　・レ　ートに　フ
．マは一9∠柳燥・加わ梯弛Cわか一，Zきた。しかレ，雪氷．ノ1ミ㌧ノングコアfこ」　〔940コア〕
る‖3カケ・がらの油，養・量の与変考しについ2の報昔　　！0徹コアのノ蓼イ立と　↓もゾう∂うイ乙度，　5”0’
㍑㌫韓羅欝㍍㍑璽6忽う～肩麟摺還語ぐ㌶鷲
めε1あ5バ，か回，逸肴量の多いシ躍地咳の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔翻8コア〕
Sl8r昭臭（619・坑．α．5．Z．）の30、玩深コアと　　30・從コアのうち表動」ク子・玩まご’ク解ネケき；
s40地臭（砕2鵯ぴz、）の／ρ励ヌコア解村累ち図21・示3．夏1・は表面豚，、老干，融解
を縮．た．肋・一・は，鱈解己づらラk撫レンズ氷として辮恒る楊合が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　多v・。　‘ぼ0イ直の介・2Pもサイクツヲクな♂後P変蹄隻ルの分・申と酸素1司位体喬且歳（5’『0）や，
㍗陣碑・・解酵・り趨去・堆績碇柿こわ・懸砿堀瑠柔・
図1．
ヨるくエ　　　　　エぐコ　し
。｝n．⑮．2。．1詳・
0「???????????ー」「ー?ー「
? 〔 ??」? ??〔」??????」↑
??????????????????????????????????????????????????????????ーー??????
＜
」
匡
⊃
θ?﹈?↑???」???????』??
＿一＿亘9印ρkg
図2．
Sl8　（618徹）
徹・　　　－30
0
?
」
4
5∫80r％・）1胤　　コ）ぴ5‘¶γ（ヨんの
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耳ルく衆、定を毛了な・た。　　　　　　　　　　　妾まカの碑向ぽ司一とみなレ2よい。またSl6－
3．波鶴。・鋤　　　　　　 S3澗・鱈ラ疋咳椀ρ・9コア・1司一嫡
〔s千・畦〕　　　　　　　跡す．s・9，s4・・一地如情糧変動と
貼・繰・・51弔一1桝恥階・障，ほ・もう賭繊碍瀦・童を一i賦宕し
萱噺力を1亘］3一ご【・示寸。　この闇の乎，ヲ膓［司酋メく　マv・うとv、rZよv、〕ぼ’ろう”　β’8コア角9ネケカ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う推むれる所氷量の与麦化が『旬善己初豆；ま量ロ約255／湖2であう．
［Sl言地刻　　　　　　　　　　　　　　で借）れ川ぐ，3身φ明戚な周期壷勤が’みう
］司φ㍉・∬”0解祈¢考虐．に〉、わriタ飢深ま
ピ　の　コ　　ア　ヒ　っ　い　2　のミ≦彦果ほ　，　　ノ96チニケ！～　ノタ8／与
呼均綱卵壇・，2剃れ耽・と翻．
れう。
　また，藤朴（け92）ド」る　ウzッデ）レ浄東身の
プラント才朋氷コア角↓祈1・よる泳、養・量変勤」比
畑1短夕3ρ仇編7’ほ層↓碍的特拠り鼓はみると一糊，lr　72，θ7ζ川η・1僻
禰‘決足レ；貼・・沽あた綱ア秘量・・陶・童・多・耳一叫与・少な・ヲ・V敏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し2・5，こ獅・一致繭辣繊吠気与斐悟示レた・が図3弓～・・踊，紅・
3一ぴ図・ま，s｝8嫉を今むβ・6－s3・湖咋鴇農・鞠と纏し2い3可能催磁“。
尺測定いよる乎均φキ間燈雪深（物・s〃w）の
’968均レ～／98／卑聞の・変’化）を二示す。
　砕ヒ卵・コ痴っパ，角・瞳・多い
｜r57，　lr6千　｜967，円7D膓と，角水量φ少な
、・1％・－963一刷，駆7恥含く一致レ，
〈潤♂了L司〉
琶イ．　S40鍵也まの10伽t末ニリング
　コアリ動立，しもこ吻じ嵐‘”o，
　卿幽β値の！分ψ（左より）．
楓2．Sl8地貞の姦角㌃〃しコア
　魂佐パ壌o，しもざ多耽房額
　（左より）．
（→は図1，図2ヒも夏の種〕を元弓）
??????????????????
図3　　　　　　　　　　　　　。
⑥雪尺デニタめ・う4身られ〔巨＄」も一昏30
　湖の平均績雪深（仇・S〃W）の
　日68〃門9｝与のオ変化）・
〔し）Sl8地よ♂30仇コア解祈かち
　推足ミ土う彦フト㌢の与変他．
（乙）S40，也貞の　／〃飢コア角手ズケザ多
　推赴紛降瞳・稗伯．
〈丈献〉
藤彬賄佃8・）拳回働項気・1〈圏シ〉ポ
　　ジウム講演要旨，｛『－20’
図3
　　　　、鴛鋤：〔の
｝420　　　　　吟3σ　　　　　1『40　　　　｜「150　　　　　1960　　　　｜『70　　　　1990
?（
????So
0　吟50　　　　吟60　　　　1970
（己）
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▽n－4
氷床表面の堆積と雪面形態
　　　　　　　　　畠橋修平（北見，工人）ノ人前宏加・石川正、雄（北た砥温研）
　　　　　　　　　晴昆尚芙（北尺埋学部），品尾文力（極地石廿）
　南極大隆氷床表面にほ，削剥時形態であゐオ刃㌧のさら1ミ・トさ・・単位で魯面彰毘り変
サ入ツノレギノ堆禎時に酌成されるデェーン，　化が見られる．　図1にIJ自瀬うド可；餅恥日い
考足TJ斗滑衣面であうブレーズドサーフLス　の62－6ワの南比ルート“ついて．衰面楳
なビが見．られる。WATANABEU『78）13、　高およびサ入ッ1レギ’グレーズドサーフェス、
これら璽向w兎の亮法3る地威Σ，標商別K　の度合と示す．1郵旬酌態じ衣面傾斜が力庇ハ
大きく分類Lている．　　　　　　　　　　るδう0碩向が見られる，3K乎均的ド目上
自凝k邸繊τ旅／肩る町距離∫・km瀞隔どmル柏」’1’Uく、ゲレ《ギサ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーフLスほ　勿く0ろ姻向がある、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風2川aγ陶し一ト⑭ず1寝地一ヤΩ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山月後間の東1函ルート）の，表1旬∫セと形L，旧8Z年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　～4　月　り　（ヨ　3　イ主f夏旅イ可　1、　Dら　け　i｝　サ　入ツ　ノし　キ岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頻度（1κM毎ド横切・夜数）乞示ヲ．ゐすほ
，　　　　　　　　　　　　　基t麟り62km　6よびrO却］近のす入川レi　　　　　　　　　　　　　　　ギのケないユ巴点、ほ、毘形的1弐特徴、のあ5地
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点である。》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらのよウド地形乙吻面彰態ヵ《対応する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　原囚を，地吹雪輸送量の収泉・捲散ドより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　li醗㍊繕鱗
　　＋　一咋一“一一“　「旨→　土’丙’　《れて斜むる袖、最穴繊叫桐および
　　図ユ泊頒流線沿い頑面標高し・鋼醜竹U掴郁向・祠・凹凸1・も文硫曙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5し説明±れカ、　　　　　　　Mq璽A2工」虫些＿⊥→＿＿L→⊥→　　　　　　　このメベ方と、もγりし人t7」入
10?????
（????????????」
三25°°??
c?
ω 2000
州酬鷲鷺汝
200（km）
ケーノレ尺適用肪時、大才・ム欣1鋼
り裸氷城の生べ、こらほぽ川
舗、Kつい鴻られ馬る鯛の哀面
ψ〔量H又女（YA汽ADA・WATANABE、lr
q8⊃の俵給1県のヌヲくτ、この他吹雪
の収尺・鰍吐，て説刑で⇔可
能波がある．
BARE　1CE
・ヘ…・⌒＿＿＿＿〔』／ぺ
　　　　　　　　ハ　
固Z、Y図ルートシ日いの表面棟司しサスツル干歩負ノ支
　　　　　　　　　　　　　　　57
▽皿一5
みずほ基地に封躍勧酷蹟・聖
醍賜遷地捌、噺舗平（掴味）．小証弘（躍駄）
　　　　This　repoτt　points　out　a　few　propert二ies　of　aヒmospheric　background　neutrons　near　七he　ice　surface，
particularly　s。m・practi・al　advantage5。f　m・asuring・patial　distributi。n・。f　neut「°Ds°n　the顛ta「c七ユc
ice　field．
　　　　　Since　the　theore七ical　studies　of　Bethe　et　a1．（1940），　the　di£fusion　problem　of　atmospheric
neu七rons　produced　by　cosmic　rays　has　been　fairly　well　solved　with　proqress　in　experimen七al　reseax℃h．
。ne。f　the　current　pr。blems　is　the　s。－call・d　interface　effec七between　air　and・。i1（。玄air　and
seawater）　near　the　earthls　surface（Ka5tner　e七　al．，　19705　01Brien　e七　al．，　1978）．　工七　can　be　represented
by　蝋o　kinds　of　spa七ial　dエs七ribu七iOns　of　neutrons　as　a　function　of　neu七〕撒on　enerqy，　wi七h　respect　to
alti七ude　and　zeni七h　angle．　The　former　is　investiqated　experirnentally　cn　slow　neutrons（Kodama　et　al‥
1980），　and　the　latter　was　measured　on　fast　neutrons（Preszler　et二al．，　1974）．　Most二〇f　these　works　were
carried’out　in　七he　▽icini七y　of　the　ground　surface，　because　experimenta］L　explorat二ion　is　rather　easy
on　七he　air－ground　interface，　but二are　τ10t　always　prac七ical　On　the　air－seawater　interface．　Since　t二he
influence　of　an　ice　field　on　七he　diffusion　and　absorp七ion　mechanisms　of　neutrons　is　considered
equivalent　t二〇　that　of　seawater，　experiments　on　the　Antarctic　ice　fie！d　can　gi▽e　some　basic　and
imp。r七ant　kn。wledqe七。・。1▽e七he　air唄a七er　in七erfaceμ。bエem・。n　which　experimen七al　da七a　are　quite
poo「・
　　　　　One　basic　problem　is　about　the　albedo　neuセrons　which　are　produced　in　soil　and　are　upward
scattered　onヒo　air．　Accordinq　七〇　ヒhe　experimentaユ　results　of　Kodama（1983），　the　albedo　neut二ron　flux　in
the　l　Me▽　or　less　energy　range　amounts　to　about　40号　of　the　to七al　neu七ron　flux，　This　▽a！ue　is　found　亡o
be　on　the　same　order　of　magni七ude　as　七hat　for　七he　IO－100　MeV　enerqy　range．　However，　bo七h　of　七hese
results　were　ob七ained　on　a　ground　surface．　工t　is　open　to　que5tion　how　the　amounts　oξ　aII）edo　neu七rons
are　distributed　on　an　ice　surface．
　　　　　As　Mizuho　Station　is　located　a七　2230　m　eleva七ion，　neut二ron　fluxes　are　expected　仁o　be　abou七　fi▽e
times　sea　le▽el　fluxes　owinq　七〇　七he　altitude　effec七　〇f　the　nucleonic　component二．　エn　addition，　the
lad七ude　efεec七qi▽e合ab・u七L6　dmes　T。kY。　fluxes　a七Mizuh。・These　tw。ξffects　impエ。ve　the　c。un七ing
　sta七istics　of　neutrons．　工t　is　of　importance　to　measure　the　depth　dependence　of　neutrons　under　the　ice
　surface，　in　order　to　be　able　t二〇match　boundary　conditions　at　セhe　air－ice　interface．　The　continuous
rec。rdinσs。f　atm。spheric　neutr。ns　usinq　tw。　neutr。n　sens。rs　Placed　ab・ve　and　be1。w　the　ice　surface
　are　七entati▽ely　carried　out　at　Mizuho　since　April　工982．　Resu1ヒs　obtained　frorn　the　first　one　year
　operation　are　reported　and　discussed　in　relation　to　snow　accumula七ion．
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▽皿一1
南極に紬る表融樋鍍ヒ髄の1彦礁
　南極氷床も形刀け5雪の横造由よ
が圧密の機椥泊け批域1生を瓠べ
3ために、みずほ蕎鳥の4一ヵ所の30
m⊃アを便っ「雪の構造侮析および
亀気度）則定彰可った．
　釣直薄片の写真上寸、）κ平テスト
うイン文使っコ求め〕吐ヒ表面績迄5も
船直テス、｝一うインによる比麦面棲毛
＆、また、両老の剰甥直も∫fは3，
図1に平均の比表面緩5☆空隙率の
肉係之希す，Sfは空隙率の増加ヒ其
1こ増加す了づ㍉値および増加の傾向
〔場殉味隈な3．年輝罐量の
カリW’200てSl8ゴは、　S｛ぱ丈きり
の頑寺し．年｝旬堆積量のヅな川∪234
vレ’42、「1ま・いせt），
積つて小さく、縦構造が発達し．かつ
遙気度が大き1）ピ結論される，縦横
造Φ発達ビ通気度がフcきし｝ことに1よ
直接の因i果肉係ぱなo。しカ“、年
画堆積量が少な・場合、翻酬沫の
雪は長1時向温度勾配にさ二らされ、＞K
蒸気輪送にさ・フ空隙の形が縦構避
に彬君るもの＼拷λ．ら据．
西村寛一前野紀一　（北大低温研）
45
m????
??????????????」???????
10
図り．
図2に比表面績の異方性お釈に対口示図2．
す．ωぱω＝（垣一Sの／5fで、ω＝oのとき
は等加嚇造ω＞oの・乙きL幽直方面の表
面が卓越L、縦構造が菟達しTu3こてを示　1。
す，年向堆積量の号oSl8てW’力。了“由ま’（、
ん℃◆ω＝0イす近に分布し、顕茗な異方性1姑忍～o
めら担なOしろぺ年向堆積量の少なOU刀嬉
W但ずぱω＞0で、縦構迦発達が顕著3°
である、このようなωで示亡れる縦構造の傾る。
創い民らめ雪の艇傾齪一蜘て・）た、
膨渡睦隔の肉係細3に示6xlσ‘
す・．通気度ぱ空縢率の増加て共に｝曽
力0す冨．　∪λ34てV／42の値dSl8
と監㌶㌶㌻黍菖羅量の讐・
少なUヒニ3ぼ℃、表万雪の比表面　、
　　　　　　　　　　　　　　　　〉 　　　　　．
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▽皿一2
みゴほ基地における雪内熱流量
　　　一毎時値の計算一
　　　　　　　　　　　　　菊地時夫（高知丸理）
　ケ20カこ越各隊にょる雪温データ（功旺D血均による平滑化乙箇単に取り除くことが♂き
絃pt．62）よ・垣時の雪内熱流量S。甜算・た．う。◎の誤差｝穗．層の顧d・ζ、．1－Z、と熱拡散
雪のみカ、1逮度を方未の仁［熱をごヒ・之、係数K，温酸動の周；趣ωによ・て影響次
　　s…－s…＝一盧袈…　一（・）　堅島鞭雪晶蒜纏璽ζ警
XI≧10Mで5倒≒0となるの乙，　Zユ・0として、几夕一をひければよ1、二とが判る。
　　s・・司ア・恥誌’励
　　　　・ア・『｝輪乙）．・②
但L、微分は差分に，積分は積和に置き亦之
てある。
　ヒニろ献、②式にぷる計貰τぱ，時陶向隔
2△土「を小さくとると，
①づ昆度丁の測定精度の影響（図”
①…短し、鰍の1監度変重刀に支寸して、　翫ヒZt刊
　　の㈲の層に直線で近イ以でき百い温度分府）
　　プドできる（図2）
ため1こ、　誤差IJぐヲF常に夫きくな：）。
振
?
田
??
??
相
0
周波数くωム戊cお害2ぬユ
＼＼・一辰
　　　x＼x＼
　図3．②の誤差を補正鴨Wしチの特’住
以上の補正をした計縣課の一部を図41、
①の誤差は深い折で犬きくなる京，移動平　示す。4目とU月ろ日変化のパター二に違い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のあるこ．ヒ朕判る。
／
　　　洗　なる
　　　　　　　　　　　　　時間
図1，　ラ目リ繍渡1：δこ：｝言呉差：：jiL慶変イヒZド’分輪
咽程度1諏3と∂殉の了錺が・舟くなる．→平：靴
　
六?Z
z
τパ＋砿　　7三かA尤
＼ 妻のフ。口戊アWし
τ，ソォー↓土　’万，メM尤
図2，競分布によ誌苔差丁の褒動闇期ぴ・姪いヒ
ω式は泌似計算・泌甜くσ3．噛3・つイ1しヂ
　x30，－2　4
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駕．2
　一写
　一4
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　－4　　・　　．　　・　　■　　4　　●　　・　　，　　・　　●　　・●　‘■　‘畠　杁●　‘●　カ●　瓜■　‘，　●●　息●　■　●‘　●●　工　“　●　●　⇔　一　・　一
　図4．醐「の｛表面）雪内熱琉量・r月（L）、1旧（下）q月匂1さ日亮化胡パター⊇か“
　⇒F対象（夜轟z）zあうぴ札月《｝ほ～江》臣に近い潭ターンとば・zいる．
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▽皿一4
積雪のマイウq栗特悔・ついて
和田識，ム内恭．）、に痴易．藤布握行，秒次博．痛宏（極地硫）
イ．1δ・・め・・．南梅磁穗、蛇表面ご弓喪釦干・いご’漏、継軸σ馳冷¶ヒ喉・后と
r∂が循芦困験Zあ∂ため，縮亭徹砺どド8る、壬⑳底力・5り敬射温渡と萬めあさと胸混捜
仁ガ～今リモート互ンシ》グ堪有効Zあり、　芳、横軸は水当量う値て’あき・（X）臼馴・29・
迦τ・めは衡．づと得5醐一司内遠（。）6？引、・。，国←？・引34癩‘・力も・ごあさ・
雪のマわ唖杵性舗鰍Z・き。マ”・12弛。｛．・か結果1・夕い蒔・寺♪Y’あ3ぱ
表を刺弔しこ雪ラ扶篤を詞べさ研曳啄、黄1L髄他｛q鍋Zヒも・k当量ガ「τ亀楓下らヒ・泡夜
数うく臼ポZ・バ廿撫、碗2ラロ毛マイ差もヌれ励吟向を永しZいさ・こ“地
クロ埠故射計を爾い1981年以来観判琶トご百　面弁㍉放叶ザ噌ド∬，Z減r匡丁れ♪効果防
。zいる．今回13特に、1⇔3年llい・5ユ目　トめご騒徳いカ・と考之ち㊤3・図ろに1δ更ド
にガけて北遠直田5里1・ぶいて乾い亡電う㍗＞K当晋を噌やしF崎の矩晃きネし下’冷5で
wド更験巨おこ巳フ巨∩℃、乏の無果し＝つい
乙報告丁さ。
2．フ～一い／ド室、験～⊇つい　之、
計1苫海tて足鑑竃刺甲し．
に下伺苛い一固更し1三〇実験弔り7仁1）ド　とし
スニ2つを設定し（！各秦フ2M）ζ4vn）、4つ片ヨ「　！全く
τし丁ず・時途定用とし．
イしてせて東験をおこ亀っ仁．葎雪乞亨之3ご
ヒに比較雪面のマイクロ衆坤†癌度芝言薗べ，
と醸糠験跡、解碑蝋“こヒガτ玩い。じ晒・仁1・ド琶呈眺当量踊
　　　　　　　　　　 　　マイクロ教放身『旭Tt仁．正薩r担k覧」蚤の判足β『乙’芝島いり
　　　　　　　　　　　甑ガら矩いど（顧・疏。、s．・、嚇の鵜量ど酬吐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，亡。電の1峯とんピ「よい直路七り～直乏原鳶・、・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とり、祉軸玉δ，そっ逼とら温復差乙あ5・稜
　　　　　　　　　　　毛うイつ9榎曹苫董雪ザ・噌之βいっ仏て，遍θ差15ズ矛く存って
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるブ・、2c◎⑳らど寺t＝にヒペ・己oOc“ら噌勺o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しδφきやガに厄，乙い8。こ止い舌雪今下か
気温砺εの影響Eびく＆う努あ巨。実験｛び）欠～の影響ザ除々1二滅り看呼3故射ダ重奪ヒほ
・）4つについておこ烏わkβ：（1）窟葭を音化　、ていき仁めヒ　・「一一一一一・一一一
マせ3，（2）7K当昔を被化文せs、〔ヲ樗噴をま　老えられ3。舌
乞5・④氷盲膓主入寸3。　　　　　　　　　　亡雪富ど璽う仁
3爺果、図｛1＝兜度を膏化丁せ「三ヒ受・）逼’1定　とa時あ1り婁
線胚・向繍註験軸臓較噌面。ぷ⇔託．．1°1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区12二久故射湿度差，樟軸、下雪の今平均賠頂ど噺，さ．
こら時・7K当量7　tびず，と一定τあき。　図か；Lb
かきよ⊃ド、雇冑8増PDTぺtZも、魅覆芳1τ
t1・ら゜（コz内ごあリ、あ才り乎化しrもい。図1
ほ～2（≒ト巨ぴもらで私さが］qaHzも固様9燈向
ε禾しζいき。図21こ氷当量き愛化さ㊦t仁ヒ
モ巧剰尼鱈果乞元「・す。ασ｛暗巾、』ぼ4q白廿z
図l
　C
　l
　O
一 1
0．2 O・3　9／cm3　　0・4
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▽皿一5
F日一CWレーブーによる積雪の内8瀦造の観測
　　　　　　　　　　醐和天．・蒜ラ兵五即　　（北た・w緬）
　　　　　　　　　餓未蹴・必本正・黒彪犬助　　（北髄エ大）
1㌔じめに影五7つ石ずマイつロ荻ンワ図じ示し衣椥（、送妥兼用の電磁‡つ醐
ス私抽い之稜吻の夙．繭構迄〕ξい、固衆数帯域2－12、46日、のF畷鵠弓隣
度、含メ（孝箸の篇雪の諸輻素を劉足イる枝縮圏loo～loぬβec2“送彪才ゐ。送彪出力〔才約40
ヒ閲し2、埋謝句、裏聴噺丸姥糺な芝Wで約4畝積吻渓が識》伺能τあゐ．周
眠ている。　　　　　　　　　　　　　　　〃渓教帯域L婦引瞬間の組心也二よ｛1、ヲスマム
　こ弘暑の電磁的創定ラZ｛才哲象Lイゐ積吻の嘉ノト命解能1才妾乞るニレ廿可能であゐα盈
の諸セ案解磁し状態で愚庭し縁る繍・階終蜘・騨阿楡解能じ拓2！柵能1挾払
しつ丘面蕉雪の識賭し複素誘麟の聞のら靖．綾田し師阿の最，ト分解能t才1。。巾
閉教関係や、その知累ばまビ和R確グあゐたZあゐ官c1、そ虫芝の組Oせじよ。2、この
歩～K、褐られ／（ラ則足結妥の解釈をあい4し・〔（　シスイム2順、教レぬ程度の層穿2“識別可能z“
し2いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　あろ。
　秩々1才数芽前よリ、積雪のマイワロラ1婿性3）実験＠野非　実験し才北穴肚与里伎び閻塞
の訴乳の一環しし之劉靖日ぷ域のFhW》顕習株た習ム、4稲蹟で厳媒輪乾雪、
硫のレーブーを色1ヒし、蜘胚蜘で碁嚇舶元鍾につい2各々行。た．得ら峠
礎鰻色行。2来た。その結果にっい2報老記釦才、稜雪表面伎び内印の各層、ヲステムを
イゐ。　　　　　　　　　　　　　　　　　藪必fこ荷台箸括らの多重ノ繍じよゐノイズガ
2）剰定力宏伎び装置　朗一ご∪レー亨“一の原理重畳し、固波教威θの判読パ才熟雑L婁イる。
についZt4、既によく知られ乏いろ核に、周　そのたあに、スペ。つトうのラ則足し｛司崎に柔畜雪観
ラ隊変鰍酬捉じこし漣㊨皮¢眺鱈測蜥い、積雪の層構造の蹴屹し《各層
面1（送彪レ雪面及び内部ρらの鴎寸液の瞬の蹟累に顧撤擁入し之ノ／ズ蠣壕累
閻的な遅幌剤用し之ミキ声2送受ラ鮎ビ面砺の／謡しを識別しk．勇纏の掲創境、
＿ ト色しり、そ入を高速フ，リェ愛換器（FFT）‡秦雪ぬ表面、内印瓜層のプ酬面反が底面のス
2冷桁し2彫隊威冷鍋る．この彫反数威ぺ7旨ば翻寝眠㌔し県しラ鵠の揚Oし
冷ほ、雪面レの距離、肉部の層厚「支び層∠（誘は、含クk層によゐ損失が大乏く、そ十より千
電率の閉数2・あゐ。し仁江。2、それ」り層層の境界面の識別1才区1難グあ。衣。乾吻ヒつ
厚幻ユ層の諦竃率を求あゐ二し煤公来る。　いマ得じれf（積雪渓、層厚し《ぺ7トうの劇系
我々劇鯛したシ《恒俵才1図のフいo。勘2図に廷蜘靖向磁曽の績雪哲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素右才3図｛二元してく。
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イら靖．更t・又麹訟力劇・芝し陥拍に、
億号強度江ノメスレヘルしほぼ同薯し厚り、
之れ江識別乞困驚ヒし2．いゐ。し仁びっZ、
娼ら帆たスペつLうたら彪号《ぺつLうを冷麓イ
ゐ仁於じは、糸磁柏ヒ）鰺乞桁っ2、／イズε
除去イゐ又哲払系ゐ。
　湿雪7“へ娼合、倉フk尾のマドミ・ソヲンス江増加
し誘竃牢の虚数部江増加所ゐ仁タ～に、吃の層
ヒ手繰短増加しそ幅・斤層の積啄肉
部仙の蜘噛し乙弱私Zしわた劫に
諭別けz可能2’あっ仁。
室国実験し弓。乞含，k量の痴ヒ1シ抽、
そふよ・〕千層の反知がじの稜に影磐乏れろ外
⑤室内　焔蓮工九の電衆暗室国2“、野外実を調べ仁結果ε才5図仁示し仁。又、積雪内
験し同じ久ラム｛・到、カ“うス粒、ス川ロの翻・層に哲政巳醐1パッ％の靴
万味易働趨酬い乏、粒度層働蘭ろ叙馳緬レ置いz、そ鳩多駝調べ、固
廠び含鳩己窪躯調ぷ．才4図K権勘纏臼暑ちし乱之詩ぽ陳の含
似吻の囎構造別得保相巳已し伝。擁粛伝くろ醐ロゑ」・淀量醐嫉
の縦の締妄賑得ら靖ス槽←幅、験甜バ齢肪。
乾喧湿吻共〃ズ趨畳し2いろ醐にθ糺め肝wレーヂを飼・、2つ鱈の肉
燃面械昧ぺ外うし川ズE区別ずゐ二鰍髄と繊同玩四、孝諺7頑論じ、琉
しはその掃2い1掴羅2“肪。　　　令頑能2“肪．しρし種雪元ギ’嚇、
　／イズの蜘ししZ四広い固縫蹄‡紅／イズ賠祐始縫情彰磐ε緒2、
使閉首ゐ仁凶二、電磁うッパヤンスヨム各部更に令解能を2膳く蜘才τ♂ら厚い。
のミスマッ千によゐ願寸ば起る二し、又、績
吻表面や由部各層麟面しの藺、積雪表面し
楕台しの闇薯z”ち重反知ば起ゐ二しロビ江挙
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『x－1
ゴ八イ型雪結晶の形成について
佐藤昇・痴地勝誕ほヒ文理）・上田博（国嚢爾綬センφ一）
　1、ぽじ（助に　　　　　　　　　　　　　　ある。纈凌合布玄みるとワプ、路ξ、66令の
　極鐵なピの低蕊度愚域る綴劃さ∪る抵最璽　3加所にノ弊布（ハ中お汗みられる。巳ぽ髄仇
蓼繍（舗蜷鋤嚇表師繍影己あも砿パワ゜、ぱ批鞍匠元存荘鵬籍
ぶへ彊鵡端輪す鍍・・商襯目帷誇い・ηザ髄備齢一桃｝司3（旬・騨
ザ肪編．規狂紅に灘虫蘇ゴヘイ型地備晶俵剖綱3㈲に示す・蓼驚、人工
鉛顕徽鏡写藁とレづりカヒ葱照いで克端のな釣に生蔵さ此五ゴヘイ翼藩贔伍α藩ワプ髄
楕駐肩淀し、乞罐…果1こっいて苦察獄酬姻鍋、祐唯蜘βd蠣3（紘赫・
丑．なおむ4点によ認締銚ゴヘイゴ勺型縮暴続麟瘡α中聯購ごひ
型と艶義した。①境界撮1こ斯して両倒る誌晶　ぶヒバわw’る。（ヌバ寸ザ付堪俵結晶にあい
のC軸φオ向バ唄告膓（％績晶）。②結晶の　て目、2っのづリズム随la商ぎ間　畢面上に
先齢酩パ、ぼ．◎・嚇埠爵しZl蒜繰あ詩う繊疏ぶ騨と飴゜什加締晶
酬るあ膓。④績晶ぷ躍バ＜η亙し硫長しそぽ、2っの寸リズム面どうい涌る魚穫花
スいる（｛旦レ、今回偽解祈には一担しW叡羨なしているようにみ之乙・
レぞいないち仇引刊㌦、1ピノ。ゴヘイ里⑦模式　　3．老窪
剤な彬彦図1に示す。　　　　　　　　　　ゴヘィ理鶴贔の生戒条件ば、－20℃以下で
　2．嫌　　　　　　　　　　　　　才（飽和巳ある二とび竃内鍵駿冨ら建梅sめら札
　解穐二用いピデータぽ、南極域乙醐㎞基マいかユた、イヌヴィッフ日⑰9－80）ご
嵩（i拓釣と南魯慧基施（国ワ白、iaワ8）とる、ゴヘィ理紬汗移数癒劃され亡際♂・高層緩刻
土ヒ極域ごはイヌヴ4ック固つづぼ1卯ワ，　でらT－△5曲繰夏作尋と逼働釦度技泳綾痢に
Rワ仁鋤躍隷聴購樋早　口紙　』2　　　。　　1－・一
真編・蔀・レブ蜘3刷　　　　　　　！4ック（ぼワ（〕－80）る擾劇され亡も
のあ用い亡。それらの擬剤されたゴ
M型結晶玉印画絢こ蟻き佑構晶1’
ノ、iも端グ億す角度α玉剰遠しτこ。そ　ξ
　　　　　　　　　　　　　　　　り爪鰭果玄図21二示す。備軸に感曳端…
　　　　　　　　　　　　　　　　oのな寸角（x茎、縦軸に
はそ∩数煩度烹目盛っ
ぞいる。雨いた績晶数二
は顕歳鏡9国二、よるも
のがき3イ固、！．づり夫
によるものび63｛薗乙
諺
刀
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重いこと〔確麺・あられ1三（図4）。ゴヘイ理結晶示す。友に、1つ⑦C軸（ハオ向と3云向ひう
について以上二σへことXまとくあると友ひように　ちσ・1っ（ハα軸σ、ラir向とバヨ…ま⇒と1っ（λ一ゴ
なる。①生瑞のなす角震（C軸どうしひなす角リズム面ボ栽…す尋。それら⑳ゴリズム面ど
雇）に規副性t斉みられる。②布雌右（バー郭うし仇臼す角β亙計専す＆（図6）。それらφ
，
分としτでZいO。③凍爺業滴至念罷点に∪　うちβぐ6㎡ご、寸リズム面どうしひ娘に斯
乙いる。これらひことh’ら、ら品此電縞晶［司　しzC廟ひオ向が詩称とし・ろ糸件玄満たすも
網〔七栢爪棟総蒔にそ（あC軸σ、方向ぶ漣し、　小玉表2に示す。α’ほC馳εうしσ、なす角σ
玩賠ごゴリズム面械長した堀劇ご離＊補離赫．只示し長酷ワ甘・0－1主♂
齢減長した2つのづリズム面どうしボし・・S6°・β・ぱα’パ8°・β・18°（α’パ6°・キ
3い3な角榎Xなし乙な差しう＆。ぞれら（ハ　U°）バ図2に示したピーフに爺寸るも⑦と
うτ～iまぼ平行に左わるも（xぶゴ∧イ型1ご成長者元られる。ワワ゜仇ピーウtド顕着巳あ⇒（川ま、
しう5と考えら札る。　　　　　　　　　　培合面ごひ共江点裕3バ虫ごあるヒ（胡と考乞
　壷1聾集合σ｝・麟どうしのなす角度が90°Gられる（図ワ，表3）。
あるも由にっしべこ（X考葵…り1こもとついマ己軸　　∠L　まと（め
碕師尉縮斑恥た．つまり、㎞㊤しフ゜ばム面川践茎碇し聯鉢紅盆
面上に⊂wbic髄芝1回とると考乞3と、函薬点こしz　bαε斌0面上に⊂ub言c枇玉とると
ぷ：示すように新仁呑C軸Ct～C6袖とひ結すると、曳端伍なす角としzワワ゜とW玉と
晶c、↓軸に季ヤソ乙形成され◇。そ（ハCI⑦bα箪L＆ゴペイ型絃晶（外形成ボ可能ごあ尋。ノ今後ぼ
面上に、：三らにcub氾構造劃国とるとすβX実刻す⇒二とと寸リスごぺ面ぴ成長す0’条
ると、　C‘｛‘～Cて6バ弔多成さ）kる。　C2～C61こも　μ←玉」羊ク）るニヒとぜミ・X専ごあφ。
i噛迦鋤面上1噺題己軸ぽ⇔と考゜s2ぽ牝＃：漂3’丘ぶぱaミd°輌
‡巖二講詫鶯曙漂慧：　　。！、　　　　，
呑す簸にっし▽講し副珪ユ1：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cモ▲　　　　　　　　C’拭
図与
C㌔一C乏　（θ＝6ず）
C’21 C’22 C「23 C’24 C’25 C’26
Ci1 0 56 70539 70556
C）2 56 49 88 34 22 76
C’↑3 70．5 66 56 88 39 22
C’14 39 87 32 37 8θ 34
Cぺ5 70588 s6 32 56 8も
C16　5678 88 87 66 49
表1
?
　i
α・エ18ず一∀
　図6
0ビ
?
Ci－Cl得56◆
　39・
1ず
19φ
Cl“c：Ci－C6筒66．
☆78°
　32．
日56・
　39°
11・
1了
1げ
1ず
1ず
C；－C）
C｛←C8
爵66°
32°
苔56°
39°
11・
1ず
19．
19・
Cl－C三■66．
掲68°
荷56°
　39°
11°
1’
1ず
1ず
表2
＿＿＿∠ロー
　　くぼべの
図三゜
α゜
Dεo
FRε
　　、
???
¢但b‘fo’ 怜《oεo
78 oJ 13 12：3 21
56 25 時 　　15161’16
68 oJ 19 　　・2　51137
66 0．6 11 　　■2　51319
表3
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IX－2
低湿τ・夜まイ3葺緯湯蓼の所雇城櫓
扉頃武亥・諸忠βそ（4謬丈’席φ）
　　昏　甚乙担
　独始・櫓5導篤嵩雰っ弓礁t㌢蔽的、＝研Xス6ちめに・け鷺弓恒t瞬旗ζ6ヨ）、手一3。’c
lラ斥ヘル冤1†で，⑨い・4ぢ∫う†∫喧浪綿　’ぽり．嬉ルの’足∧旦倍4鶴雇て一氷品を或岳
4ゼ、琉巧弓隊t痢菟t丘。二＾象瞭1・£っ　て・－309レの淳彦z・博．氷嘉の脅度時致μぷ往
厚咋微縛氷晶あ㍉壕が・、当3倹。夜を・・叉亙・よ勧望VA｛3・し　碗の秒聴・手．殖度の他z、
顧毎，度、砕晶へ拳佐、〈クゆぢ老淘咋矛を蓬にL佑フてい34が・～桐元かz4▲丘．＝＾※
籔悟啄〆・し叉すいて，琉Wt・・？香3岳い隻瓶∧　筒狂セゆ御・・砕晶、9・イィ毛レ1も’ブスト⑳φ’
胡％モ形疋し似。φ千4惇（㎝知了7干）活，一妙ん一パ0θC⑳i璃の癌』吟一曳い漉度で・、1タ、零薩
イ謝⑳才痴蓼幻ぽ・てラ1・協叶加ゼ、いヲ瑳εる併・レ．・・葬4つ、一タ…
レ人丁ス催？疹て・1か、3←毛晶ひ｛M峰，　吻詫呂ヨ泳晶　ヵザ、か学ソ＾頚度イ・・ヲ卑rL糸⑮ニピ、60／M
以千門オ品r揚4引舌，才灸・江・オ’阜へ亥・姦綬反が・移尋天・オc、詣＾ら膓艘度書ソ勘∠，ヶイ符4ぢ吟笈
い煮箇扱の促4姥拘罧⑦吉角扱君・島・1願摩で・弓ぴエ＋3・セ、叉・与蔽で得〉＋女氷旙2（
靖舜宍・と枇，・陶ブイ㍑・ド・撒・・ト・娃舷・1・．・z・一撫｝わ…多月う・パ
ト膓，こ小うら碕乳を∂じて，棲斑で叫3暑　祐晶電r弓諺Y櫛裏カパ才が含シ絃後わかつ悟
㍗〆拓舷嫉砲・・パ，㌢陵。癬をれ・い．ザτ耕虐ぽ畦か薩
獅紗剛増3晩靖戸・挿酩駈・、わ罷醜一過悔度齢象・祠・らゑ和観牌ザラ｛ば違z・・ら哀w3勇ε㍑轟門脅岳桝粛㌢論ずう。
　　ξ象綬参埠
　メ（膓1手、回ユに手（¢％｛彦彦1争・・て或複ゴ　せ存一司2・ま．－30セ、4丘クメ！㌧㌦∩千て・
脅岳（丘氷晶ら晶呵要｛じ・遮牲細度イ姦傷粍t4す、励μ帆爪氷轟爪吻雀、超銑炉後約⊃久
．人千で1手，寝、1角霧が野麟・！z歳岳可｝。遭．倍柔，厘約3％・みじて・1才、和比膓グρ臨泣・筒
｝1備げ瀦随・・碑⇔．弓・ヴ・氷晶〆腫・仁3・・ノ躯・μ垣・∫3ピ均
巧・は逮鋤咋パ、・抄戸・司・鵠・爾・ピ長・鱗・・湧蜘・紘幻・”⇒タ・必
％。邑物㍗度亡惜．桁口・5研Lて脅老誘3。才※，ξ・ヲφち人幽遁倍午・）璽で・1手，差が一ム・・
芭噛噺ぷ…端・・坤拓3↓助・ぽ・い詠』・、・・．昏島綾一過斑岐
鴨埠セi軍。㌢叱へ∀・・、図3τ・あ3，南了。・う　由か＞dロ、2～3％メ千∧過・統琢・岐てパ3．メ（
品・｛・・刈・｛両い苞パ・躯かバ醜4・度噺㍑糸オヲ・・隔∵ガ約以・ほ
過伽度・ぽ・袖碑馳炉・追鋤・厘桝・・榊ぴ多，μ、一批・・樋・
丘鳩穆佛線い恥細司㌔月慮にぷ3必渉毎鮫物・β・パτぽオ・品・｛・パ
、｛lb了・、血碑・旛伽，ジ・2・欠微鰭桝磁・・あ3岨抽後，多・．袖・多、和紘
厚びう形在ヨうピ、遅舵4・度約2％・メて引工、らぜし桝声て・・ヨ・塩（τい3叱パ湯木牛a．
こ市，嫌瞬パ・いρ独眠一伽†拶沽ξ砕場弓・層袖・賓鋪プ。
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】区一3
　　雪鳥晶の溌王τ成長 一1裏ネ立じのオθ穎⑳の影宰一
ム千晃，　表野茨看・， 辰重和子　　（フ＜Pタ老ヌ尺）
　　きえボき　匂㌘畷型、ん（・ん。6ε・1・鋤し丁才｛帆ちり6轍→ズ‘・諭袖び
乞用．・て、蜘㌣間．間・1漸．い触司・・型嚇μ，〕自川．〃吻’〃一仁・・／・待
1品の｛1蝿W斜ご測ガら）隔、紐鵡久5・・〃ノ・醐下ぞあ3．こ吋楊・∫糸rド
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バルーン搭載用Lymanα／OH湿度計
　　　　　　　　　o　　　　　x　　　　　●　　　　　・　　　　　▲　　　　　●　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恭・小林喬郎・川口貞男・平沢威男山下喜弘・岩坂泰信・和田 誠・山内
　　　　　　　　　　　　　　　　O：気象研，＊2名大・水圏研，・：極研4；福井大・工
1．はじめに
　　　　　極域の対流圏上部以上の低温・微量な水蒸気のin－situな測定方法は未だ確
立したものがなちた．中層大気領域の水蒸気を計る方法・測器は，従来の方法では露点計
が有効な方法であフたが，空闇分解能の点ならび野外観測での取扱で問題があった．
　そこで我々は「Lyman一α／OH湿度計」　（以後，　Ly一α／OH計と称す）での開
発とその計測方法に努力してきた．第24次南極観測隊（岩坂泰信隊員）がLy一α／OH
計を南極MAPの一環として，極域高膚大気の水蒸気の鉛直分布の測定のために，高度約
25kmまで観測できるバルーン搭載用Ly一α／OH計をもフていっている．その成果が
期待されるされうところである．
　　ところで，Ly一α／OH計は，我々が試作するならば，比較的安価にでいるが，それ
でもプロトタイプのものを業者に製作・依頼するとひじょうに高価につく，そこで数すく
ないLy一α／OH計を有効に，しかも情報量をおおく得るためには，定高々度バルーンに
搭載することを考えている．まず定高々度バルーンに搭載することの有利さは，上昇・下
降時のときの精報量を得るほかに，水平（経度）方向の水蒸気の分布の変化を比較的長時
闇えられることである．
　2．定々高度バルーン搭載用Lyman一α／OH湿度計
　　この湿度計の検出部の槽成は，いままで開発してきた航空機搭載用のものと基本的に
かわらないが，バルーンの上昇・下降または，水平移動を利用して風路系を通して，空気
の取り込みをおこfよう．バルーン搭載の為には，Ly一α／OH湿度計，全体を小型・軽
量化する必要がある、特に励起状態のOH基からの蛍光の光子計数処理部分（前置・主増
幅部・フォトンカウンタ部）を小型・軽量化することである．
　　航空機用Ly一α／OH計のブロックダイヤグラムは第1図にしめしてある．バルー
ン用のブロックダイヤグラム（第2図）からわかる様に〔フォトマル・前／主増幅部・デ
スクプミネータ・波形整形部〕を一体化したユニット（浜松フォトフェニクス：R585
／C1050）を採用し，　〔光子計数部・周波数／電圧変換部〕　（寸法；212x222
x67，重さ；1．5Kg）　（写真　Dとに分割して軽量化をはかった．その他、高度3
0Km（10mb）程度での放電（フォトマルの供給電源；－300～－1000V）の
対策と，－50℃の温度にフォトカウントユニット部が作動するように考総した．
　3．Lyman一α／OH湿度計の校正方法
　Ly一α／OH計をバルーンに搭載し，放球するまえに，簡単に校正する方法と
装置をかんがえた．まず，露点温度がしれている高純度標準度ガス（水蒸気量；数ppm
V）と，高純度窒素ガス（水蒸気量；約200ppmV）のガスを排気レス・ガス分割器
を通して（毎分ioリットル程度），Ly一α／O且計の検出部に流出人させて，フォト
ンカゥンターからの出力おしらぺる（検定曲線をもとめる）．第3図は，その為の校正装
置の配管系統図を示してある．
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極域用半導体センサー微気圧計の試作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下喜弘（気象研）
1．はじめに
　大気境界層の気象要素として風は他の量と比ぺて変動成分が大きくて，乱れの強さが大
き、’ときに乱れの強さが全体の25パーセントほどにもなる．とくに大気境界眉では乱れ
のエネルギーが生成，輸送され，熟として散逸されていく過程，およびそれら相互関係を
観測から明確にしていくことが重要な課題である，また，風のエネルギーの消散として，
重力波も重要な働きをしている．特に，著者らは大気境界層で観測される内部重力波が接
地境界層内に形成される安定成層（逆転層）内を伝播するときの微少な圧力変動を地上，
及び200m以内の高度で測定（感度：0・05mb／1v）できる半導体センサーを
使用した微気圧計を試作した．
　従来の微気圧力計は圧力変換器に機械的（浮円筒またベローズの）変位を利用する方式
であった．さらに10数分程度の周期の変動を検出するための200リットル程度の機械
的なフィルターを備えなえればならず，このために，可搬型にできなかフた．しかし，
この半導体センサーの微気圧力計はこれらの欠点がすくなく，小型・軽量・高感度・電気
的信号出力と云うことで，大気境界層の微気圧の野外観測用に開発したが，極地・バルー
ン用の微気圧計に応用する場合にも有利であることに注目している．この種類の半導体セ
ンサーは開発されてから，既に10数年経て，半導体圧カトランスジューサーとして開発
技術の進歩も薯しくて，従来のものにくらべて，安価　・高精度のものが市販（現在，国
内で7社で）されるようになり，気象の分野でも使用に耐えられるものがいくつかある．
　今回は，我々の半導体センサーによる微気圧力計の試作の経験から，極域大気境界層・
バルーン搭載用に応用するときの闇題点について若干のコメントをしてみたい．
2．半導体圧力変換器と微気圧計の原理
　1）圧力変換部はシリコン・ピエゾ抵抗素子をシリコン・ダイヤフラムの上に4素子を
能動ブリッジにして，圧力差を変位電位差として差動AMP．をとおして主増幅器にいれ
て，必要な利得と，ろ波回路を通して記録計（MT，チャート）に出力する．
　第1図　（a），　（b）は圧力変換部と増幅部と，ろ波回路部分のブロックダイヤァム
である．
西｛亘｝一・・1
　　画一囲一一・⊂h2
shif†A卜1P　　LPF⊂h3
しPF：fこ＝D〔〆）5Hz
BPFニ4∫）x　10～A～～Hz
Ch　1；±20mb／±1V
〔h3；±0．1rnb／1V
〔h2；±0．5mb／1V
AZt
（b）ろ波・増幅部
第ユ図　　半導体センサー微気圧計のブロックダイヤグラム
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2）半導体圧力変換器の仕様と代表的な回路例（第2図）
　我々の使用した半導体圧力センサーは，豊田工機製（TA－0．1F）である．
semi〔ordu〔o「，type　pressure　transdu〔er
Hodel　TA－O．1F．
R、†，d　p，essu，e上型吐蜘旦
“ax　prεssure坐
tineari穿y／Hysferesis　　　l　o’o　FS
Thermal　dnft　　　　o．02°∫．下S／C°
Operotig　Temp，－20－80　C°
十
lc1
VR2　　　1（㌔
⑥一一一①一一⊇
IC3
・恥。UTI、　　　　　1
VR1
一
VR‘Gurrent　adi．
VR2：Span　adi．
VR3：Zero　adl，
3、校正装置と周波数応答（第3図（a），　（b））
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みずほ基地の地吹雪観測1一地吹雪輸送量
　　　　　　　　　　椅f答平　（北．見工人）、人一前宏未コ・石）り正雄（北、大3±温石斤）　　藷
　　　　　　　　　　島尚夫（北た運学都），西尾丈彦（極地研）
　｛第23）欠南醐漠d隊（、の雪］ラK］…見i貝1の一汲とし　τく。　函31ミ噂、地u欠」雪フラッフス、（高さ1
て，」ナず目基、地K痴いて19θ2ヰ3月から1『83m）と．風速の関係ε示す。風遷7へ8働／τで
年1月に加ナて地吹雪の連続観測1拘］フf▽　地吹雪が発生しノそれより大さい風速てね、
　図1K示つよう1㍉ス戊ツ哩地吹轡計離パ相剛織α8－・、9加・はりよいペミ秦
1点お」び風向追徒型サイクロン地吹雪計4閲／思び押られノベさ｝醒※が冬Kほ醐後ノ夏
東左雪面上高ミ2mまでK設置し，採取地灰場尺ほ∫～6と牟節衷重桐る傾向乞示しK。
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量L；憧しト、　　　　　　　較べて一げ抽為・なりぱ1＼値てある。
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績馳）球弥，地ロ悶量1賠・は関して、。
1コば一のべこ束関僚跡す．涼力也・魑の
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　　　　　　　　，。、ピ　　…・
to
日1，地吹・薯観貝じ入ラA概妨図
⊥????
0．5
に
バ
に
ロ
ロ
げ
げ
ぽ??
口、
410
　JULY　19B2
　　R冒　8．12
　　θ＝－6．50
　　ロ　0．96
3
】o
　　　102　　　　　　103　　　　　　↑04
　　　　　　MASS　FLUX　（kg　rr〒2）
図z，地吹雪量の垂直・分才
410
　DEC．　1982
　　Rヨ　5．26
　　8＃－4、14
　　P5　0．79
3
）0
105
　
　
　
　
　10
⌒???????
三・・?
?
　10?
Σ
　りIND　VELOCI丁γ　〔m／s｝
　（久）　3）『　～1ユ月
図3　］M高地吹璽フう
2
10
10 X
??
　1　2　　　　　　　5　　　　　10　　　　20
　　　阿IND　VELOCI1「Y　〔m／s）
　　　（b）ワ目
、、 ク入し風遥り関僚
　　　　　78
210
10
1
2
x
　ξx
ラく　　　　　　　　
x　　　．　・
ご．
　5　　　　　1D　　　　20
冒IND　VεLOCITγ　｛m／s｝
（c）1ユ月
X－3
みずほ基地の地吹酬｝則正一地吹勇の諸班質
　　　　　　　　　　島橋楊平（北見工人）ノ
　　　　　　　　　　筋島尚天（北尺理学辞）
　1．視程ヒ地ロ欠雪
　　南極みずは基地Kおいては，地吹
雪K」る視程減少砿め、視殺し風速
Lの間1ミ1負い負の相関がノ窪見測これる夕
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　2，安息角
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臣嘉尋リナヤードソン数イ寸近（の6し：1礼等寺性
千葉　修ζ高知犬・理）・小杯俊一r北大低温研）
　　1980年θ月～／981年ア月までの一方，z・3伽で’3，広呂α4近池境κし
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●国電（赤羽線）板橋駅下車徒歩13分
●地下鉄（都営三田線）板橋区役所前下車徒歩7分
国立極地研究所
東京都板橋区加賀1－9－10
電話　（03）962－4711
